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<NIXE>(2372)の

沖縄クルージング
野村忠秀

下された。これから夏だというのに，これから南下し

ようというのに，皆真黒に日焼けしていた。

艇長：野村忠秀船舶工学科4年航走距離延べ5000

マイルを誇る，ヨットひと筋の人。留年決定.／

甲板長：小林貢電気工学科3年次期艇長ではある

が，そのヨットセンスが危ぶまれている。 へ
航海長：宮嶋稚章船舶工学科3年来年は学校をそ

っちのけで,<KAZU>に乗り組み,パンナムを目指す。

食料長：落合哲彦教員養成課程2年ちょっと見た

目にニヒルで,女性を引きつけるが,内面に問題あり。

会計：平松浩司建築工学科2年ボケーとしている

ようで実はしっかりしているという程でもない。

7月19日,1130,宇品出航。直ちにメインとNo.1ジ

ェノア展開｡SW3～4m/sクローズホールドにて快走。

デッキ上に散らかつた紙テープを適当に片付ける。ラ

イフラインにまつわりついた奴なんかは，わざとその

NIXE<ニクセ〉とはドイツ語で『水の妖精』,ゲルマ

ン伝説に登場してくる。彼女がその伝説中で如何なる

存在なのか，詳しく知る者はいない。

しかし，我々の<NIXE>のことならばよく知ってい

る。彼女のラインは流れるように美しく，それでいて

グラマーである｡斜め前方からの姿は,少し挑戦的で，

とてもセクシーで,男心を揺さぶる｡彼女は我々を海へ

誘い，海への憧れをかなえてくれる,水の妖精である。

KAUFMAN-30ft,レーサークルーザー仕様。'79年

進水。レース，クルージング半々の活動をしているが，

ポイントレースで優勝したこともある。

オーナー：永山五哉学生時代にはA級に乗ってい

たという整形外科医。金は出すが口は出さぬという，

ヨットオーナーの鏡たる人物。

クルー：学生ディンギー界で少しは名の知られた広

大ヨット部のクルーザー専属部員。巷ではディンギー

に乗せてもらえない落ちこぼれ部員との風評あり。

沖縄行きは，随分前から夢とも計画ともつかず話さ

れていた。実際問題として，学生だけで外洋に飛び出

すことは危険この上ないだろう｡4年間という乗艇歴

はあまりにも短かく，また,その未熟な4年生キャプテ

ンが導くのは，海を畏れることも知らない2年生や1

年生なのである。これで事故が起きない方が不思議な

くらいだ。

しかし，我々はその夢を一歩一歩現実の計画に近づ

けていった。積極的に他艇へ出かけてしごいてもらっ

た。中でも<KAZU>の沖縄回航は，今回の重要なベー

スとなった。冬期にも練習を欠かさず行なった。一級

小型船舶操縦士免許も取得した（これは航海を合法化

すること以外に役には立たなかった)｡様々な練習と経

験を重ねて，我々は外洋帆走に十分なる自信を持つこ

とが出来た。その成果は，レース成績と学業成績に如

実に現われた。

かくして，沖縄クルージングは現実のものとなった。

オーナーは快く艇の使用を承諾して下さった。ヨット

部OBのカンパを受け,必要備品の購入資金に充てた。

また,備品も,借りられるものは極力借りて済ませた。

準備作業は，授業の合い間を縫って一つずつ片付け

ていった。マストの先端からキールの下まで入念なチ

ェックを行なった。整備作業も終りに近づき，出航ま

であと一週間となった時，広島地方に梅雨明け宣言が
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瀬戸内海で？天測をする
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ままにしておいた。只今の心境は，ホットひと安心，
とっても不安，というところでしょうか。昨日までの

煩わしい生活から離れて，他のことは全然考えなくて

よい，我々 だけの生活に突入したのだから。しかし，
これから先の長い航海のことを思うと，そうそう落ち

着いてばかりではいられない。こうして，何時も見慣
れた海面を走っていると，我々が沖縄へ行こうとして

いるのが疑わしくなってくる。まるで，デイクルージ

ングにでも出かけるような気分だ。

1340気持よく広島湾を縫走し，宮島瀬戸を抜けた

ところで，ジブダウン。機帆走で大畠瀬戸を目指す。

1800大畠瀬戸出航も幾分遅れ，途中クロスで遊

んでいたため，到皆は転流lllfilll後であった｡逆潮3kt

ぐらいだろうか｡まず,鋪3橋脚へ向け真直ぐに突っ込

む。そして，ぶつかりそうになるまで接近したところ

で，ティラーを切って潮の流れに挑む。じっと橋脚を

見つめる。少しずつ前進はしているらしい。横へ流さ

れている。もちろんエンジンはフルスロットル，黒い

煙を吐いている。バウでは，シャバシャバと水を切っ

ているのだが，なかなか進んではぐれない。20分近く

費やして，ようやく大畠瀬戸通過。広島湾にバイバイ。

島の向こうに日が落ちた。こんな夕暮れには，寺尾

聡がよく似合う。“ルビーの指環”なんかを歌いながら
テイラーを持つ。

周防灘へ出るともう真暗であった。佐田岬燈台は直

ぐに確認出来た。あの燈台まで行けば,瀬戸内海脱出，
太平洋突入ということになる。

2200気象通報2年の落合の当番。横にバケツを

置いて奮戦している。代わって書いてやろうかとも思

ったが，最初から甘やかしては駄目だ。ここは心を鬼

にして黙って目を閉じる｡S5m/sうねり強し。

7月20日0200速吸瀬戸通過，風なし。

0900大分県と宮崎県との県境当たり。この当たりは

今年の春のクルージングに航行したところでもあり，
全く安心。ポジションも取らずに，のんびりしている

小林を一喝〃風はないが，うねりだけはある。

1200延岡沖天気もよく，風もたいして吹いてい

ないので，皆デッキでゴロゴロしている。実は，私は

この時，無線で交信していて，なんと酔ってしまった。

ここの日向灘は,砂浜が50KMにわたって続いている。

遠浅で，2～3M離れても水深は20Mを切っている。

ポジションは,DFでないと取れない。

2000宮崎市沖薄暮れの中の街明かりがとても眩

しい。このままの調子では，今夜半には，油津に入港

出来そうである。岸から大きく離しているため，網の

心配はないが，漁船は多い。ティラーを平松に任せて，

夜空を見上げ，流れ星ワッチ。流れ星に願いをかける。

7月21日0100油津港沖原則として夜間の出入

港は行なわない。しかし，ここは以前に入港したことも

あるし，港内も十分広く，水路もはっきりしているの

で，導燈に注意しながら，スローで入港する。

0145油津入港手前のポンツーンにつける。腹ご

しらえをして寝る。

〈航跡〉

7月19日広島出港／21日油津入港／22日油津発／23日

朝，屋久島でプロペラ脱落確認。夜，鹿児島へ緊急入

港／27日プロペラ修理完了。夕刻，鹿児島発／29日夕，

奄美／31日奄美（名瀬）発／8月2日朝，沖縄（泊）

入港／5日泊発。座間|味者／6日座間|味発／8日名瀬

着／8日名瀬発／11日細島入港細島発／13日広島入
港

一宝日苗

巳三一■■■■■太平洋，父子横断…宝､＆…＝

<アルビレオ>号青少年育成のために寄贈

ｱﾙビﾚｵグﾙー プ代表ｵー ﾅー 清水貞男

丸 澤 さ 筈 画

ゆかしぃ菊の香が，そこはかとなく薫るサントピア

ハーバーで,11月1日の月曜日，一昨年父と子で太平

洋を渡ったくアルビレオ〉号のファラウェイパーティ
ーが行なわれた。

青少年育成の夢をかけて岡本氏が寄贈，サントピア

に永久保存が決まったくアルビレオ〉号。その最後の
航海を祝うかのように，小春日のハーバーに吹<風は

(3）

やさしく，ゲストバース中央に，国際信号旗にかざら

れた彼女は，他の大型艇を圧していた。

素直に伸びた純白のバウ，すらりと高い青磁色のマ

スト，細いビーム，ふっくらと程良<締まった見事な

スターン・･･･．．。

美しい姿を水面に映じてゆらぐマストの中を，小魚
達が登り降りしては遊んでいた。
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〈アルビレオ〉だけで20人のオーナーがいて，そのオ
ーナーの数人が，またグループをつくっていて，その

オーナーには兄弟グループがあって，その中から，また

新しいグループが出来て，そのグループ貝のスキー友

達が｡…･･彼女が……お子様が．…･･その友達が･･･…etc．

〈アルビレオ〉の人脈は，田中角栄の金脈に勝るとも
劣らず複雑怪奇なのである。

「岡本さん,SKってほんとにいいですね。これこそ

正に京女.／今はなき京都の……素直でやさしい，そ

して見掛けの割に芯のシッカリした……そう夢の女性」

彼女を心から愛してしまった岡本氏の心境を察して言

葉を失い，こんな変なことをI1ぱしる私に

「美しくなったでしょう。底は出発の時と同じエピグ

ラスの青ですよ。灰色が海水に酸化して，もう青くな

りかけているでしょう…･･･。もう，私が彼女にしてや

れることは｡…･･これぐらいですから」

ポッン，ポツン，と話す岡本氏の気持が揃い程分か

る。

ゲストが増えはじめた。海の仲間，山の仲間，囲碁

の仲間（彼はアマの6段である)，それは彼の人物のス

ケールを語るように多彩である。また，アルビレオグ

ループの常として，何と美しい女性の多いことか。

シルクロードの旅の想い出も交えて，朝日新聞の藤

木高嶺氏の祝詞。ヤマハの小野氏へと続く。

「日本の戦後は，リンゴの歌で明るくなり，白井義夫

の．…･･，堀江さんの太平洋横|析で終ったといわれてい

ます。特にアメリカの日系人にとって彼の……」司会

のボリウムが一段とあがって，華やかな堀江謙一夫人

の登場となる。

デッキシューズも頼もしい，サントピアの中沢常務

に岡本篤君の手から，美しい花束に飾られたテイラー

が，日焼けした太い腕にガッチリと渡された。

名古屋から来られた風媒社の稲垣社長の乾杯で要が

始まる。

あとは2×0!？……ガヤガヤ，カンパイ，オメデト

ウ･･…･×!？XYZバンザイ…･･.○×○ガヤガヤ…..…．

岡木氏が最も尊敬する父君は，南の海で彼が2歳の

時に亡くなられた。

戦前に，しかも網元の息子という立場でありながら

南太平洋のトンガ近くの藺長の娘を嫁にして帰った，

という豪放なる父の顔を彼は知らない。

それゆえ，一人息子の篤君への教育には熱心だった。

“やりかけたことは最後までやりとげよ〃”

粘土工作をする，園児の篤君は，休み時間にもやめ

なかった。先生が注意した｡｢お父さんは，やりかけた

ことは最後までやりなさい，と言っていまスッ.'」幼

稚園は退学させられた。

そんな篤君も，マスプロ教育は見事？頭の良い，平

均的良い-f-にしてしまった。彼は不満であった。そん

なあせりが父f太平洋横断ということを思いつかせたc

それは遊びではなかった。
､●●●●●●●●●

‘‘花をかけた教育だった”

彼はこれを子分かれの儀式だとも言った。

“艇が沈めば私も篇も死ぬでしょう。まあ，しかた

ないですなあ．…･･･

でも，私が落ちたら篤の力では，太平洋を渡り切る

力はないでしょう。

篇が落ちたら“･…，私は日本へ再び帰ることはない

でしょうOc9

〈アルビレオ〉は，今，大勢のケストを乗せて最後
の航海へ出発する。艇長は火きく成長した，頼もしい

篤君だ。

「岡本さん，これが最後ですよ,乗らないんですか」
●●

ファラウェイ七一リングに彼は，ガンとして乗らなか

った。豪傑だが涙もろい彼は堪えられなかったのかも

しれない。

しかしなんと豊かで，おおらかな，美しい顔である

ことか。信ずる仕事をやり終えた，真のやすらぎの男

の顔がそこにはあった。

へ

国際信号旗にかざられたくアルビレオ〉号

写真提供：朝|I新聞社

（
）

このHを限りに彼は仕事を杵えた。将来を約束され

た，某大手スーパー幹部の道を捨て，シュニアヨット

スクールの指導の道を選んだ。そして，このことを彼

は，誰にも話そうとはしなかった。

※

寄賄されたくアルビレオ〉は岡本氏個人の艇で，ア

ルビレオク．ループの所有していた一世とは，同名，同

型ですが，別の艇です。また．岡本氏は，アルビレオ

グループの共同オーナーでもあります。



○FFSHORE昭和56年12月15日第80号 昭和52年7月21日第三種郵便物認可

歴史的帆船｢明治丸｣の修復に至る経緯と意義

東京商船大学教授庄司和民
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建努

へ 昭和51年東京商船大学創立100周年記念式で満船飾をした明治丸

東京商船大学に保存されている「明治丸」は，昭和

53年5月31日に国の重要文化財として指定されました。

明治丸で訓練を受け，明治丸で技業を習得し，明治丸

でSeamanshipを培われた私達にとっては，この上

もない喜びであります。

明治丸は明治初年日本政府が英国に注文して新造し

た灯台視察船で，総トン数1,038トン，2連成蒸汽機

関2基を主機関とする鉄製補助帆付の汽船でありまし

た。

明治丸の簡単な歴史を述べてみますと，つぎのとお

りであります。

明治6年3月9日工部省は灯台視察船として明治

丸建造を英国に発注。グラスゴー市のアール・

ネピア造船所（現在残っていない）で建造を始

める。

明治7年11月竣工。

明治8年2月20日横浜に回航。

明治9年7月16日明治天皇吉森にて座乗，同日午

後函館入港，翌17日函館出港，同20日横浜に安

着された。

明治29年7月東京商船大学の前身である商船学校

に貸与。

明治30年11月灯台局から正式に商船学校に移管，

これまでの2本マストを3本マストにし，シッ

プ型の帆船に改装して，当時の校舎があった霊

岸島に係留され，係留練習船となった。

明治34年12月本学校舎の移転に伴い，明治丸を越

中島の係留池に係留替えした。

大正8年煙突を撤去。

大正12年9月1日関東大震災に際し，学校職員の

(5）
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活躍により延焼を免れ，多数の避難者を収容。

昭和2年8月主機関を取り外し，中甲板を広くし

て技業練習場とする。

昭和19年4月東京，神戸の両高等商船学校が清水

に統合されるに伴い，最後の東京高等商船学校

生徒が席上課程を終えたため，実質的な練習船

の業務は終了した。以後海務学院として東京に

残った職員の手により，保存整備が続けられた。

昭和20年3月10日東京大空襲に際し，職員，学生

の活踊により被災を免れ，多数の避難者を収容。

昭和20年9月本校舎とともに米軍に接収される。

昭和26年7月浸水沈座し，同年10月明治丸のみ接

収解除され返還される。

昭和27年7月修理の上浮揚。

昭和29年2月係留練習船として使用に堪えずとし

て，陸上工作物に種目変更される。

昭和39年3月係船池の埋立工事に伴い，陸上に定

着される。

昭和51年11月本学創立100周年を記念して資料館

が建設され，明治丸はその付属資料兼分館の取

り扱いとなる。

昭和53年5月31日国の重要文化財に指定される。

船としては日本で最初の重要文化財となった。

以上のように明治丸は波乱に富んだ歩みをつづけて

きたが，初めの24年間は灯台視察船として，灯台の巡

視と必需物資の補給，交替職員の輸送，灯台建設，海

底電線の修理等に活躍したが，一方，明治天皇の御召

船としても使われ，さらに政府高官の輸送にも当たっ

たようであります。特に明治17年に海の記念日が7月

20日と制定されましたが，この日が選ばれたのは，明

グ
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2本マストフォアアンドアフトスクーナー

2本マストト､ソプスルスクーナー

（6）

治9年に明治天皇が明治丸に座乗されて，青森から函

館経由横浜に安着されたのが7月20日であったことに

よったのであります。これは明治丸にとって特筆すべ

き名誉なことと思います。その後も明治丸には御座所

跡として，丁重に保存されていた2部屋が右舷側にあ

りましたが，米軍に接収された後，明治丸は酒保とし

て使用され，御座所内の壁画もペンキで塗られ，御浴

室跡には西洋便器が取り付けられる等の有様に，憤慨

やる方ないものがありました。しかし，接収が解除さ

れた後に，職員の愛情と保存への意欲により，御座所

の壁画も，職員の手によって細心の注意を払った根気

よい作業によって，完全とは言えないまでも復元する

ことができた。

明治30年よりの50年間は，商船学校，東京高等商船

学校とつづいた東京商船天学の商船教育の歴史の中で，

係留練習船として，商船学校生徒の訓練，練習，教育

を担い，その精神的中核をなしながら，幾多の卒業生

を送り出してきたものであります｡明治丸で学び明治丸

で育った人々が，我が国海運の隆盛をもたらす原動力

となり，世界に冠たる日本商船隊を築き上げた功績の

一端を担ったということは，万人がひとしく認めると

ころでありましょう。そして明治丸はこれらの人々の

｢心のふるさと」でもあります。

この間，明治44年と大正6年には台風による高潮の

ため棚座するという事故があり，昭和26年には浸水に

より沈座するという事故があったにもかかわらず，そ

れぞれ修復されて今日に至っており，さらに大正12年

9月1日の関東大震災，および昭和20年3月10日の大

空襲には，職員，学生の必死の努力により被災を免れ，

付近の住民の避難所として重要な役割を果たしていま

す。越中島かいわいには，明治丸のおかげで2回も生

プリガンチン

メイントップスルスクーナー

ダ里
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命が助かったという人も多かったのであります。

明治丸は日本に現存する最も古い鉄船の一つであり

ます。建造は前述のとおり明治7年（1874年）であり

ますが，この頃は木船から鉄船へ，そして帆船から汽

船へと移り変わった時期であります。またスクリュー

船が外車船にとって変わった直後の頃であったとも言
えます。

1807年にはフルトンが蒸汽機関を使った外車船クラ

モント号を完成し，1821年には最初の鉄船アーロンマ

ーピン号が完成し，1837年にはスミスがスクリュー船

アルキメデス号を完成しています。そして1845年には

外車船とスクリュー船が綱引きをしてスクリュー船が

勝ったという記録があります。

明治丸について古文書を調査しているうちに，外車

船で明治丸によく似た設計図が出てきました。これが

最初の試設計ではなかったかと思われたりしましたが，

今もって真偽の程は分かりません。いずれにしろ竣工

したときは補助の帆装をもった汽船で，帆装はロイド

の登録によれば2本マストスクーナーとなっています。

しかし，当時の記録や，フォアマストが鉄製でミズン

マストが木製であったこと，また，付属した帆の名称

等から，フォアマストは横帆で，ミズンマストは縦帆

という型のブリガンチンであったとするのが正しいよ

うです。また，帆装は英国から日本への回航用のた

めのものであったようで，日本に着いてからはほとん

ど帆走の記録がなく，汽走が主だったようです。沿

岸航海が主任務であったため，石炭庫の容積は極めて

少なく，英国から日本への航海は帆に頼らざるを得な

かったようで，その場合十分な航海能力を持つために

は，ブリガンチンでなければならなかったであろうと，

英国や日本の識者間では意見が一致しています。

その後，本学の係留練習船となってから，明治30年

11月に3本マストのシップ型に改装されましたが，当

時はまだ煙突は勿論，機関も下甲板に残っていました

ので，機関科の学生の機関実習にも使用された記録が

残っております。機関科の実習は，陸上に機関実習工

場が整備されるにつれて，明治丸での機関実習は少な

くなり，昭和2年8月には主機関を明治丸から撤去し

たとなっています。3本マストに改装したときは，フ

オアマストとミズンマストは従来のものをそのまま用

い，この2本のマストの中間に新たにメインマストを

樹てたものであります。しかし，その下部には主機関

があったため，その主機関をまたいでケート型の枠を

作り，その上にメインマストを樹てたものであります。

ですから，フォアマストとミズンマストは船底部から，

メインマストはゲート型の枠の上から樹っているとい

うことになります。

この改装のときはシップ型としましたので，フォア

マストとメインマストには，下の方からコース，ロワ

ートップスル，アシパートップスル，ケルン，ロイヤ

ルの5枚の横帆があり，ミズンマストには，一番下の

コースのない4枚の横帆と，後方にスパンカーという

縦帆がある型の帆装でありました。この型は一般的に

船を英語でシップと言われるようになった如く，標準

的な帆船の型であったということができます。

この型でずっと練習がつづけられておりましたが，

夏休暇前には手入れと台風に備えて，上級生の実習に

ヤードをおろすことになっていて，昭和12年の夏と推

定される時期に，ミズンマストのヤードはおろしたま

ま，秋になってからも再びあげることがありませんで

したので，変形のバーグ型となりました。これはヤー

ドが痛んできて，入れ替えを行ない，補充がつかない

まま，ミズンマストには横帆のないパーク型としたも

ののようであります。ただし，真のパーク型は，ミズン

マストは縦帆のみで，スパンカーとその上にガフトッ

プスルがあるものですが，明治丸ではガフトップスル

がありませんから,変形パーク型と申し上げる所以です。

重要文化財となった意義をふりかえってみますと，

つぎのような点が挙げられると思います。

（1）最も古い鉄船(Ironship)であること。

鋼船(Steelship)以前のものである。

（2）海の記念日制定のいわれをもつ船であること。

（3）世界一ともいうべき海運国にしたもととなった

海の子を育てた船であること。

（4）シップ型の形を留める船であること。

現在，修復工事は文化庁，保存工事は東京商船大学

が担当して工事が進められていますが，建造時のナピ

ア造船所は既になく，明治天皇御乗船時の資料や，灯
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台視察船当時の資料もなく，

，、復元は可能ならば建造時とするが，不可能なら

ば明治30年，商船学校に係留練習船として移管さ

れ，最も長く使用された時代の姿である3本マス

トのシップ型とする。

2．保存方法はドライドック方式がよいと考えられ

るが，調査結果をみて決定する。

3．使用部材は建造当時のものにすることが原則で

あるが，保存，維持の点も考慮して，現用のもの

への変更も可能である。この場合は元の部材の一

部資料保存をも考える。

以上のことで文化庁および本学問の一応の合意はな

り立っています。

昭和55年度と56年度の2年間にわたって，明治丸自

体の現状調査が実施され，修理，復元，保存の方針が

樹てられる予定です。

明治丸にはいろいろと面白い点があり，是非復元す

るように考慮してもらいたいと思っています｡例えば，

船尾のサロンにある照明設備は，広間と各個室の境に

立っている柱の上部にあって，きれいな模様のすりガ

ラスがはめこまれていて，両方を同時に照らすように

なっており，さらにローソク立ての下にスプリングが

あって，ローソクがだんだん短くなって軽くなれば，

持ち上がり，炎の高さはいつも同じであるようになっ

ていたのですが，この復元や，御座所の復元，船首部

外舷の唐草模様の飾りの復元等であります。

つぎに重要文化財として永く保存するには，マスト

ヤード，リギン，ラットライン等の帆装をどのような

材料を用いておけばよいか。甲板は木甲板とすると，

その保存のためのよい方法はどうか，船体外板のうす

くなった板の取り替えに，同じような鉄板が手に入る

か等々の難問も山積しています。

これらの点を解決して,･修復に取りかかれる日も近

いと思いますが，私たちの「心のふるさと」である明

治丸が，再び美しい姿にもどって，大切な国民の財産

として保存されるよう祈りつつ筆を置きます。

第14回八丈島レース
レース委員長

<FuJIm> 宮坂敬三

NORCの歴史も長くなり，毎年，数多くのレースが

行なわれ，その結果がOffshoreに掲載される。平凡

なレース，熱気にあふれたレース，また、時には，事

故をともなった暗いレース等々……◎我々は，その記

事を読み，そのレースに参加していれば，レースを頭

の中で再現し，次のレースの参考にする。また，参加

していない場合でも，その展開を読みとり，非常な楽

しみとなる。

しかし，今年の第14回八丈島レース程記事になら

ないレースは過去になかったろう。参加申し込みは9

艇であったが，当日の出艇申告は，わずか2艇，しか
●●●●●●●

もレース結果は2艇ともDNS。

これが本部主催のレースであることを思うと，なに

かさみしい思いをせざるをえなくなる。八丈島レース

はなぜか人気がもう一つ足りない。10月に行なわれる

ようになった49年の第7回と，53年の第11回が最高の

17艇，他はほとんどが一桁台にとと．まる参加艇数であ

った。今年は，どのレースも全体に参加艇数が減少し

たような感じで，帆走委員会でも話題になったことが

ある。NORCのメンバーとして，各自が考え，意見を

出し，議論するべき時のように思う。

さて，遠因はともかく，当日の天候は，決して絶好

のスタート日よりではなかった。二つの低気圧の接近

で，夜明け前迄かなりのシケ模様であったのはたしか

である。午前5時頃には前線の通過で最高の風速であ

(8）

った。しかしその後，少しずつ雲も切れ，午前6時の

情報では，大島の風早崎で18m/sになっていたので，

楽観して家を出た。以下は当日のレース委員会の日誌

である。

0730レース本部開設。

全艇参加したとしても9艇である。キャプテンズ・

ルームをやめカプセルハウで受け付けることとした。

0800まだ誰れも来ない。どうなっているのか……。

0810<白鯨Ⅲ〉と<VOLANSI>受付。

〈海猫>,<VEGAV>参加取り消しを申し出る｡<龍飛

m>,<cAvoKU>もとりやめとのこと．．…．。

今年のレベル・レースは，スリークォーターのみで，

しかも3艇のみである。八丈島レースもシリーズに入

っているのにどうしたことなのか。

雨も，時々降る程度になり，天候の回復もはっきり

してきた。

0830艇長会議の時間になったが，もう少し待つこと

にする。

三崎海上交通センターに電話で気象情報を問い合わ

せた。大島風早崎,南々西18m/slOO5mb曇り。剣崎，

南々 西21m/slOO1mb曇り◎

0850艇長会議を開く,<VOLANSU>は艇長,<白鯨

Ⅲ〉は代理であることを確認した上，形通り帆走指示

書を説明した。その他，レース委員会の入手している

気象に関する情報を全て伝えた。また，海上保安庁か

要い
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らの注意願いもコピーを渡し説明した。

0855横須賀保安部より電話が入り，本日の天候状況

を考慮の上，レースを中止するよう勧告してきた。レ

ース委員会としては独自の判断により運営しているの

で，レースの中止はないと丁重に答えた。

保安庁からの電話の内容も伝え，艇長会議を終了す

る。いつものスタート海面では，マーク打ちが不可能

であり，参加艇も2艇であるため湾内スタートと決め，

了解してもらった。

0930<白鯨Ⅲ>,電話連絡により参加中止を申し出る。

0945<VOLANSU>,<白鯨>のDNSを知って,1艇

でもレースが成立するのかどうか問い合わせてきた。

自分では成立すると思い込んではいるものの先例もな

いし，レース規則にも明文化されていないので，判断

が苦しくなった。

大儀見副会長に電話で問い合わせ確認した上,<Vo.

LANSI>にレースは成立すると回答した。

1005予定通り，無線のラシオチェックを行なう。

参加艇1艇になってしまった実感が不思議なくらい

強く感じられた。

<VOLANSH>も出場の意志は固いものの何か寂

しさがあるのか色々なことを問い合わせてくる。相手

が1艇のみになってしまった以上，運営上の問題は，

当事者同志で常識内で判断すればよいと考え，参加艇
の意志を十分尊重することにした。

1040スタート時間の延長を決めた。

1140<VOLANSH>に対し，スタート時間を1230,

スタートラインは，シーボニア岩壁と対岸の防波堤と

の見通し線と通告し，了解してもらった。

1215スタートライン設定。

<VOLANSU>油壺を出航したがスタート海面に

はまだ姿を見せない。

122010分前フラッグを揚げる。

1225P旗を揚げる。

1230フラッグ降下，号笛短音一声を発し，セレモニ

ーを終る｡<VOLANSU>いまだ姿を見せず。

過去にない不思議なスタート風景であった。

1300網代沖に<VOLANSH>を確認するがなかな

か近づかない。

後で<VOLANSI>に聞いたのだが,2ポイント

N0.5で出航したが,キツイので3ポイントストームに

セールチェンジをしているとき，ジブのタックがはず

れてトラブったとのこと。

1320<VOLANSI>引き返した模様。

1355<VOLANSI>より電話あり,DNSとのこと。

レースは終了した。

1400関係各所にレース終了の報告をし，レース委員

会を解散した。

皆んなで乾杯したビールが実ににがかった｡「このご

ろ大人になったね／皆んな」誰かが言った。各艇，

自主的になったということなのだろうか．…．｡。

甫市ヨット税廃I卜に
ﾛ、

一〉

多くの議論を呼んだ「三浦市ヨット・モー

ターボート税」が，さる10月1日で廃止にな

った。これは51年10月1日から施行された時

限立法で，全国でも例がなかった、レジャー

船舶を新しい地方税の課税客体〃とした「法

定外普通税｣であった。5年間のヨット実績は

く調定税額〉114,437,210円（4,725隻）

〈収入済額>107,158,490円(4,373隻）

〈収入未済額>7,278,720円(352隻）

〈徴収率〉93．6％〈件数〉92．6％

三浦市の野上市長は，この結果について，

「多額とはいえないまでも，税創設以来，合

計1億4千3百万円の収入があったことは，

市の乏しい財源を考える時，貴重なものであ

った」とし,「三崎マリンはじめ施設の整備と，

不許可係船が皆無となり，ある程度漁業者と

の融和がはかられ，共存共栄が芽ばえ育ちつ

つあることで当所の目的を達した」と語った。
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ORC会報第32号
NORC技術委員長

昨年11月のORCで決まった新MarkmAは,極端な設

計に歯止めをかけ,IOR以前の古い，耐航性の高いヨ

ットも戦線に復帰させた。例年，斬新なデザインのコ

ンテストの感があった,SORCへの参加艇の姿も落ち

着いてきて，どれがPetersonか，どれがHollandか，

一見，見分けがつかなくなった。ルールのルーブホー

ルはふさがれ，レーティングとスピードポテンシャル

の関係も安定してきたので，それだけ，レース本番は

もちろん，レース前の競争も激烈になった挙句，計測

時，チーテイングによって，作意的にレーテイングを

下げる艇がI,てきて，御存知のSORC-スキャンダル

事件のような悪い結果を招いてしまったのは残念であ

る。

ORCの会報第32号(BulletineNo.32)は,5月に

発行されたが，昨年来のORCの決議の今シーズン中の

実績と,今年のORCへの展望を中心にして,最近の反則

問題に関連し，具体的に述べている。会報を内容本意

に説明する。

1．簡易計測ルール(SMR)

1980年11月のORCで，簡易レーテイングルールが提

案された。設計競争がきびしく，金がかかって計測が

面倒なIORのフリートから逃げ出した多数のヨットに，

簡便な方法で，ローカルレベルのレースならIORのヨ

ットと公平にレースができ，レーテイングを出すこと

のできる，簡易計測ルール(SimplifiedMeasurement

Rule)をIORに追加しようという提案である。

ORCはこの提案に同意し,SMR分科会を発足させたc

SMR分科会は3月中旬までにルール原案を書き上げ，

ORC議長に提出した。

この原案は各国のナショナルオーソリティーに送ら

れ，各国は，それに対するコメントを4月27日までに

返送するように求められた。

ORCでの約束通り，コメント(返答)のない国はSMR

の原案に賛成とみなされる。

ベネルックス，ドイツ，スカンジナビア,USAは原

案そのままを承認し，フランス，イタリー，イギリス

は，原則的には賛成するが，詳細はもう少し時間をか

けて検討すべきである，との意見であった。

その他の国（日本を含めて）からは，ノーコメント

であった。

ORCの議長は,以上の各国の反応から判断して,SMR

渡辺修治

を今年から正式に採用することは断念し，1981年のシ

ーズンにSMRを使ってみた数カ国の実績を調べたうえ，

SMRの最終案を決めることにした｡SMRはIORルール

ブックAppendix2として追加される。

2.リサーチコミッテイー(ResearchC)

リサーチコミッテイーは，ライン計測器具によって，

実艇のラインコンピューターに記憶させ，それからIOR

のデータを求めるプログラムを完成させた。

リサーチゴミッテイーの計測器具(Yankeedevice)

は比較的簡便なものであるが,USYRUが,MHSに使

っている物は精度の高い高級品である｡ITCは,IOR

のレーティングを出す目的に対して，計測器具の精度

はどの程度でいいのか調査のうえ，仕様をきめる。

1982年のIORレーティングは，適切な計測器具によ

って得られたライン計測から導き出されるようになる

ことが期待される。

3.ITC(国際技術委員会）

最近生じた，計測上の反則問題に鑑み,ITCはヨッ

トを浮揚状態で計測する際に，必要な正確さについて

再検討を行なった。

A)タンクの内容

ルール202.2.1は，タンクの内容は，レーテイング

が最大になる状態にする必要がある，と書いてある。

そしてガイドラインとしてFGSから後方,0.65LBGの

点より後方のタンクは満タン，前方のタンクは空にす

べし，としているが，もっと厳密なルールが必要で，

ラインズをコンピューターで解析して研究する必要が

ある。

B)装備品(Equipments)

ルール202.2は，浮揚状態の計測のための積入品の

準備について薄かれているが，装備品のチェックリス

トの型式で課かれている方が一層明解となり，均一化

に役立つと思われる。

C)真水中での計測

レーティングを下げる目的で，わざわざ真水中で計

測するのは，もちろん，ルールの精神に反しているが，

止むを得ず真水中で計測しなければならない場合もあ

る。冬の場合は，比重の差による修正式を用いること

にしたい。

その準備のために，各国の計測責任者は，計測場所

の海，真水の比重をITCに報告してほしい。

(10)
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ITCは，ヨットの計画水線面積とL×BWLの比を，

ラインズをコンピューターで解析することによって調
査する。

D)バラスト

インサイドバラストは計測時は船体に固定し，その

後移動したら，必ず再計測をうけ，レーティングは新

たに計算しなければならない。

4.その他のITC関係のトピックス

A)新MarkmA

今年から発効した，新MarkmAは,ITCの調査の結

果，満足すべき状態で働いていることが分かった。新

MarkmAは,1980年12月末までに進水したすべてのヨ

ットをカバーする。MarkmAは,IoRMarkmと一体

のルールで，一つのヨットがMarkⅢとⅢAの二つの

レーティングを持つことはあり得ない。一つのヨット

に対して,IORのレーテイングはただ一つである。

B)SV値

オランダのDelft大学では，コンピューターによって

SVを求め，現在のSVと比較を行なった。

その結果,SVの計算には、beamdepthfactor"(幅

深さ係数）を導入する必要があることが分かった。し

かし,ITCとしては，先に改正した,TRの公式の影

響が消化されたあとで，取り上げることにした。

C)吃水修正

MHS(USYRUのMeasurementHandicapSys-

tem)の中のVPP(VelOCityPrediCtionPrOgramme)

では，ヨットの水線下横断面積と，キールの深さの関

係を取り入れているが，同じ考え方で吃水修正を検討

する。

D)ModifiedHullDate

ITCは，ルール110.3の最後の文章を次の通り解釈

する｡

「キャノーボデーの定義。

センターラインに向かって連続しているヨットの船

体の表面が，キールやスケグの付近で，カーブが反曲

する点までをキャノーボデーとする｡」

キールを修正する場合,0.125Bのバトックライン

から外側の変更は認められない。

ステムヘッドから,0.75LOAの点より後にあるス

ケグの修正は,0.04Bバドックラインより外側の修正

は認められないc

以上の制限の下で，ヨットの船型を修正する場合，

RevalidatingAuthorityの許可をもらったら，計測者

は，上記のキャノーボデーの範囲を，修正前と修正後

計測して，ルールに違反していないことを証明しなけ

ればならない。

5.ルールの解釈（チーフメジャラーによる）

A)解釈No.6

ルール1108.1,DiviSion3のヨットのDLFAを計算

する場合,BDRは0.98より小さくはとらない。(BDR

のリミットは1.0ではない）

B)解釈No.7

ルール110.3のModifiedHullDateの日付けは,陸

上での船体の再計測が終了した時点とする。

ルール848．2，トップバテンの長さBLlは，メンス

ルのガースペナルティーがある場合でも，

0．10E+0.305(m)以下でなければならない。

〈 お知らせ〉－－

諸磯湾における諸磯南防波堤工事

神奈川県東部漁港事務所から，三崎漁港区域

内の漁港施設整備拡充のため，次のとおり公共事

業を施行するので，工事期間中に同湾を航行の際

は，工事用船舶等との事故防止および安全確保に

留意して利用するよう，通知がありましたのでお

知らせします。

工事名昭和56年度三崎漁港修築事業諸磯南防

波堤工事

工事期間昭和56年10月1日から57年3月31日ま

で

工事箇所別図のとおり

その他諸磯湾水域でのアンカーリングおよび

帆走等は行なわないこと

(11)
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第 一回
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函館湾オーブンヨットレース

｢西武カップ｣MORO,MORO
実行委員長

北海道ヨット協会理事長

西武のくシナーラ〉号が函館にやってくるらしいと

耳にしたのは，今年も春まだ浅い頃のことであった。

1927年（昭i12年）に英国で建造されたというから，

私より1歳年上になる。艇長約100フイート,125馬力

のエンジンを搭載した,100トンのガフ・ケッチのヨッ

トの来函は，北海道ヨット史上初めてのことであり，

その実現を心から祈った。

大，′1,のクルーザーが，本州一周の途中に，また，

関東から小樽へクルーザーを海上輸送する途中に，函

館港内のポンドに寄港し，もやいを取ることは，年間

を通じて数1111あるが,100トンのヨットでは到底もやう

ことはできない。何とか着壁できる岸壁を見付けなけ

ればいけないと，函館市港湾部の木下氏にお願いし，

一応万代埠頭を予定してもらった。水も必要であろう，

<シナーラ>の舷の高さと岸壁の高さの差をどうしたら

よいか，防舷物にはどんなものがよいか等，いろいろ

と配慮いただいた木下氏の厚意に対して感謝の意を表

するものである。

5Hにはいってから，この話は具体化されてきた。

函館西武の斉藤Iii長，入江外商部長，そして，今胆|の

レースの影の立役省，八重樫課長とも初期的な打ち合

わせが行なわれた。そして,6月12日の夜，函館国際ホ

テルのロビーでの会見である。西武の志村氏，商木氏

をはじめ，初めてお会いする方々ばかりであった｡<シ

ナーラ〉を含めて行なう簡単なレースを考えて臨んだ

私は，クルーザーの仲間である片岡，米山両氏に声を

かけて出席を触った。都合により米山氏は参力|lできな

かったが、話はずい分と違っていた。クルーザーだけ

のレースではないようである。初めてお会いする関係

’2，思い切った話もできなかったが，唯一人，神奈川

県連の貝道氏(兄)が同席されていたことは，話をスム

ーズにした。彼とは，国体の講判として，何度も仕事

を一緒にさせてもらい，お世話になった仲であり，西

武の高木氏は貝道氏の後輩であるということであった‘

予定としては，9月中旬の飛び石連休をねらっての

レースである。その間くシナーラ〉は函館に置くとい

うのである｡<シナーラ〉を本部船とし,数多くのヨット

を参加させ，大規模な（今まで行なったことのない）

上河睦美

ヨットレースを考えているというのである。私達は

予想もつかずびっくりしてしまった。しかし，その時

期はちょうど滋賀国体の期間と合致し，1週間繰り上

げることが上策であることを私は提案した。その席で

は,〈シナーラ>の予定もあるので,一応帰ってから返事

をするということになったが，後日，9月5日～8日

までの間,〈シナーラ〉を函館港内に置くという返事をい

ただいている。

6月に入ってから，レース当日までの4カ月間，準

備のための会合が繰り返され，実行委員会が生まれ，

このレースを，実行委員会が主催することも決まった。

実行委員会の都度，東京西武より，何人かの方々が来

られ，枡談の中にはいられたということは，如何にこ

のレースのために，西武が力を入れているかが伺える

のである。

会議が進むにつれて，話はだんだんと大きくなり，

クルーザーーのレースはもちろんのこと，ディンギー，

ジュニア，ウインドサーフィンのレースも同時に行な

い，ゴミッティーボート（モーターボート)10艇も借

り出し，しまいには，ヘリコプターまで飛ばすという

のである。正直いって私は「これはたいへんなレース

を引き受けてしまった。しかし今さら引き下がること

もできない。成功させなければ，西武には申し訳ない

し，函館のヨットは物笑いになる。何がなんでも成功

させなければ」という，闘志がふつふつと湧き出て来

るのを覚えた。

実行委員の方々，西武の方々は実によく動いてくれ

た。レース海面の上磯漁業協同組合の海面使用同意書

に，組合長の印をもらうのが第一歩である。その印が

もらえなければ，これからの仕事は進めない。印をも

らうため4川間も通いづめ，米つきバッタのように頭

を下げ,ll斑が立っても表面に表わさず，とうとう印を

押してもらった柴田君，西武の八重樫課長と青函局等

フェリー6社に行って，話をつけて来てくれた田畑君，

その他いろいろ実行委員の方々は動いてくれた。優勝

カップこそ，苦労された君達に捧げたい。

その頃南北海道ヨット連盟では,｢昭和64年の北海道

国体のヨット競技を，ぜひ函館で実現しよう」という

(12)
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運動の真最中であった。それ等の連動を推進している

方々は，国体誘致のことでいっぱいであろうというこ

とから，実行委員よりはずしてもらった。

実施要項もまだきちっとできていない7月10日，突

然私は原因不明で倒れ，意識混濁の状態が，約10日続

いた。実行委員長が計画半ばで倒れたのであるから，

各委員の方々の心配は大きかったと思う。しかし，入

院先の病院に実行委員の仲間を呼び，意識混濁の中で

もいろいろと指示を与えていたそうである。私は渡て

はいられなかった。病名は，外傷性クモ膜下出血の疑

いであったが,CTスキャン，脳波，脳血管撮影を何

回か繰り返して検査しても，これという原因は出て来

なかった。お陰をもって，予想より早く，2週間で退

院できたことは幸いである。勤務先の院長より，1週

間の自宅療養を命ぜられたoこの1週間は，勤務先よ

りタイプライターを持ち込み，朝から夜遅くまで，ヨ

ットの仕事をし，3週間の遅れをいっぺんに取りもとﾞ

し，相当仕事を進めることができた。海軍時代に「倒

れてのち止まず」といわれた精神を実行したのである

大会実施要項，参加申込書記録用紙等も作り，大

会当日の競技役員の配置もできた。東京では,〈シナー

ラ>の回航日程,ポスター，プログラム，選手会と表彰

式パーティーの内容等が，志村，高木，佐藤，加藤氏

等により進められていた。大会実施要項の中に「アマ

チュアヨット愛好者であれば，誰でも参加でき，ヨッ

トライフを十分に満喫できるような，本格的で楽しい

ヨットレースを，今後北海道ヨット発祥の地函館に定

着させ，毎年このヨットレースを定期的に開催する」
という精神をとり，名称も「第1回函館湾オーブンヨ

ットレース・西武カップ」とつけられた。大会会長に

は，医療法人富田病院富田院長（北海道ヨット協会会

長）になっていただき，副大会会長には，川村造船鉄

工所川村社長（南北海道ヨット連盟会長）と，函館西

武斉藤店長とになっていただいた。そして，南北海道

(13)

ヨット連盟が主管することも決まった。

できるだけ多くの選手に参加していただくというこ

とから，レースの運営にはヨット関係者はできるだけ

少なく，西武の方々，各方面からの応援を得ることに

なった。私の勤務する医療法人富田病院からも，女の

事務員6人が手伝ってくれたのである｡全員一生懸命努

力してくれていた。一生懸命ヨットをおぼえてくれた。

参加申込期限が競技前日の選手会までとしたためか，

レースの2日前までの集計では，10人程度の参加者で

あり,頭初私が考えていたせいぜい30～40艇ということ

に心配が出てきた。台風15号も来ており，9月111に趾

港シーボニアを出港したくシナーラ〉も途中で緋機し

ていて未だ到涛していない。私はあせった。もしかし

たらレースにくシナーラ〉が間に合わないとも考え，

代梼えの本部船も考え，道南石油中野社長（南北海道

ヨット連盟副会長，本レースの本部長）の厚意にすが

り，約100トンのタンカーを準備した｡<シナーラ>が間
に合ったとしても，陸より遠く離れたエリアで､のレー

スのため，ジュニアや疲労した選手の休み場所として，

アンカーリングしてもらうことも，二段橘えで考えて

いた。あとは,〈シナーラ>の無事到符と，レース当IIの

好天を祈るだけであった。

明けて9月5円，午後6時からの選手会は，函館国

際ホテルで行なわれた。その時点でくシナーラ〉はす

でに到昔し，受付を通る参加選手はぞくぞくと集まり，

前円までの私の心配はいっぺんにふっ飛んでしまった。

選手会の席上，刻々と通知を受ける登録参ｳ||選手の数

がふえ，最終的には，船の数122艇登録参加選手数，

193名と報告された。運営の者も入れると，約260人の

人達が,〈シナーラ〉を中心に,函館湾に集合したのであ

る。神奈川よりの貝道氏兄弟，東京よりの函館出身者

の亀谷氏，そして，岡川，武市，金指氏嘩々も力IIえて

多くのヨットマンが集まった。台風一過の好天に恵ま

れた9月611,<シナーラ〉を本部船として,今までにな
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苦労され，一人もの人身事故者を出さなかった山本，

乙部の両君。そして，この原動力となったモーターボ

ート10艇をまとめてくれた一映マリーナの和高先生。

記録部長の立場でありながら，手不足をカバーしよう

と，一日中ゴミッティーボートに乗っていた中島君。

そして，それをくシナーラ〉の上で記録をまとめた記

録副部長の野田君。予想以上の混戦をみごとにさばい

てくれた発着部長の小嶋君。審判副委員長として，常

に貝道委員長を補佐し，張りつめた気持で一日中コミ

ッテイーボートに乗り込んでいた石井君。競技委員長

の私を補佐し，絶えずレース艇に気をくばり，ハンド

マイクをはなさなかった運営委員長の亀谷君。ゴミッ

ティーボートの集約と掌握を常に考え，ハンドマイク

で連絡を取っていた井部君。等々みなこれからの函館

のヨット界を背負っていく友であり仲間達である。そし

て，西武流通グループの志村さん，高木さん，佐藤さ

ん,加藤さん,米林さん等々の大きな仕掛けと援助があ

ったればこそであり,遠く青森東京,札幌小樽，室蘭

よりの参加選手の方々，また近くでも,桧山江差,戸井方

面に加え，函館ヨットマンが多数参加してくれた，友

情の絆の太さが身に染みてくるのである。

第1回のレースは終わった。今より第21ulの始まり

である。回を重ねて行く度に，参加するみんなが満足

できるレースにしていきたい気持でいっぱいである。

2回目からは，日本初の北回りクルージングレース

を夢みている。シーボニアをスタートしたクルーザー

が，函館港祭り（8月1日～7日）の最中に，次々と

フィニッシュし，そして，一万人パレードにヨットの

ダシを囲んで，全選手が一緒に踊りまくって，一夜を

明かし，次の日に第2回のオープンヨットレースとい

う形もよいのではなかろうか。

い大規模ヨットレースが，函館湾で繰りひろげられた

のである。

‐上磯沖に設置された二つのエリアで，小型艇とジュ

ニア,ウインドサーフィンに分かれ，各種月2レースず

つ行なった。クルーザーは，函館漁港沖をスタート，

函館山をクリアーし，大森浜に設置されたブイを折り

返してフィニッシュする，約13マイルのコースでレー

スが展開された。

このレースの後半，風が強くなり,DNS,DNFが多

く出た｡<シナーラ>上の海上保安部の救難課長は,私に

レースの中止を申し入れてこられたが，私は続行させ

た。結果はノーレースにならなかった。それに人身事故

がなかったことは，何より幸いであった。ウインドサ

ーフィンのエリアだけを別にしたが，競技規則を理解

していないレーサーも多く，コースも満足に理解して

いない者もあった。しかし，台風の影響で，他水域で

は，9月6日に繰り下げられたレースの重複もありな

がら，条件の悪い中でこれだけのヨットが集まってく

れたことに感謝している。それに加え,〈シナーラ〉と

いう大看板があったこと.も事実である。

今回のレースは大成功であったと評価する者は少な

くない。しかし，運営面での不手際が，各所に見られ

たことも認めなければいけない。せっかくの厚意と善

意によってとられた，ジュニアの艇を，レース海面か

ら浜に運ぶ際，タンカーを利用したが，ヨットを知っ

ている者をつけることができず，ジュニアのOP新艇

4艇に破損をさせてしまったことは申し訳なかったこ

とである。この4艇について，服部造船服部社長の厚

意により，直して下さったことには頭が下がる思いで

ある。予想以_この参加艇に，エリアを変えても,10分

遅れのス･ダートをさせた発着係はたいへんであったろ

うと思う。

はなばなしい表彰式が終わったあと，私は病後でも

あり疲れを感じた。大成功の影には，きっとつらい思

いをさせられた仲間達が大勢いたと思う。水路救助で

へ

第1回函館湾オープンヨットレース

「西武カップ」クルーザー総合成績表
へ

セール・番 1所属

誌
一
轤
一
霊
一
桐
一
和
一
癖
一
癖
一
森
一
畑
一
“
｜
和

８
１
０
６
０
３
５
５
７
３
６

１
２
９
３
７
０
８
５
４
２
０

９
９
０
２
２
４
４
０
３
４
０

８
８
９
９
９
９
９
０
０
０
２

１

１
１

１

鰔
一
“
諮
一
聴
確
一
癖
轆
一
聴
一
轆
一
聴
一
”

３
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
８
ｌ
４
ｌ
７
ｌ
６
ｌ
９
ｌ
ｌ
５
ｌ
ｍ
ｌ
ｎ

３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
’
３
’
４

５
４
０
５
４
１
６
０
５
３
５

３

１
３
２
５
１
５
２
１
０
１

１

０
１
４
３
６
５
９
５
２
９

１
０
２
２
２
２
２
２
４
０

１ ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
Ｗ
ｌ
Ⅱ

ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
ｌ
Ⅱ

J－24.l940

Y26・ニックス11

2177・シンドバッド2

Y21．とき

N260・けいこ

6969・スキュワール

1115.サンクス2

B321･勧進丸

1801・さむらい

NZ26・ヘガサス2

BW24･臥牛

ミ》
迩
惑
膨
軽

』

勇嘩

(14)
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第2回函館湾オープンヨットレースにも，ぜひ全国

のヨットマン諸君の参加を望んでいる。友情によって

大成功した第1回函館湾オーブンヨットレース・西武

カップに乾杯して筆を置く。ありがとうございました。

ジュニア(oP)総合成績表

Ｄ
し
司
了

●
ノ
仁
子

七
番

倶占
JOJj9Q1 順位所腿 選手氏名 第2レース第1レース

函館 桜井啓介 11235 ２ 11

小樽 村上友一 2 6 ２1144 4

函館 藤村勝信 ３ ３ 6 31145

(↓|リ4函館 田原徳之 51147 6 11

葛西就二 6小樽 624 5110

ウインドサーフィン総合成績 ｜
勵
一
小
一
小
一

剛館 久保内太郎 ４
’
７

61146 11 15

谷口智彦小樽 882 10 1ワ
上』 ７

セール･酢〃所脇 選手氏橘 第1レース 第2レー 樫!Ii
』､』●19 ||旧位

菅原陽介 10小樽 622 9 19 8

函館 坂 勇 小樽 富永烈雄 17111267 ３ 1143 2 19 91 4 1

伊藤蕪嗣館 1列鮒 杉村普一 9254456 2 ２ 2 938 13 21 104

札幌 佐藤正二郎 鯛館 石黒晃睦 13154504 1 ５ ３ 16 294 9 11
へ

札幌 庄司敬悦 竹之内洋人小樽 21112614 8 29 126 ５ 11 4 1136

札幌 須 川端 閣餓 杉村拓也 18111453 69 15 5 210 12 30 13

近藤祐司耐館 小樽113447 小原慶彦３ I)NF36 DNF24 3139 6 626 ７ 14

｜
画
一
勵
一
小
一
勵
一

札幌 小泉了 函館 北村文子250010 7 DNF36 43 ７ 83 8 D N F 2 4 32 15

戸井 jll藤干州雄 函館 阿部真也116833 DNF368 8 20 34 1644 212 14

l罰館 横烏仁 小樽 内田敦一116411 DNF36 46 9 I〕NF24 36 1710 625 12

桧山 斉藤俊幸 函鮪101110 吉 田 允DNF36 48 10 935 D N F 2 4 38 181ワ
ユ白 14

函館 II1藤明 I剥館 輪島伸男 (中)19253040 DNF36 DNF24 3913 49 11 937 15

札幌 上加I徹252734 RET36 50 1ワ
上色14 千葉亜由子

石黒博子
閣節 16 D N S 2 4 40 20211

111本寓彦函館 252849 15 DNF36 51 1q
LJ

"111 外出正浩 富永貴憲小樽875 DNF36 D N S 2 4 DNS2416 52 874 43 ワ1
凸上14

函館 中谷豪志 函館 山下啓司112666 DNF36 DNS24 DNF24 48 2217 53 15 939

雨函館 小 林博 函館 池田邦博254300 DNS24 2218 DNF36 54 16 DNS24 4810211

桧111 中島修 藤村幸樹函館 III')22104934 DNF2419 DNF36 DNF24 4855 17 602

函館 原f秀康748 DNF36 18
F戸

O U20

ジュニア（トッパー)総合成績表福士雅夫函館 250139 I〕NF36
戸句

、イ 1921

函館 松岡優253950 22 DNF36 58 20
セール

番昂
11m位第2レース

占
岬号

〃
４
０
Ｊ所偶 選手氏名 第1レース札幌 吉田善再154644 DNF3623 59 21

へ

函館 阿部洋98432 DNS36 DNF36 72 36
1判館 寓前理香13439 1 2 3 1

函館 上谷誠志256650 DNS36 DXF36 72 36
剛鮪 桜井隆一 2 ３ 217594 1

函館 野呂信詞251345 DSQ36 DNS36 ワリ
『合 36

I荊餓 山11挺人 ３13447 ７ 34

新岡孝利函館 150085 DNS36 DNF36 72 36

井ケ田嗣治關餓 ３ 7 41504 4
桧山 ｣、林重幸104233 DNS36 DNF36 72 36

｜
榊
一
”

1判館 福島界17609 5 6 511
桧Iil 中川正直112621 DNS36 DNE36 72 36

上田・佐藤附館 6 614396 5 11f'『冊孝行函館 DNS36108178 l〕NF36 3672

梅津透函館 128964 DNS36 DNF36 72 36 DNS

(ケート不通）
小樽 富永尊文 141718415

菊地和広ig111 528 DNS36 DNF36 72 36

函館 新 田 I学 DNS36 DNS36 3672

桧山 辻巧 I)NS36 DNS36 72 36

桧山 辻 希良 DNS36 DNS36 72 36

渡辺fll広耐館 DNS36 DNS36 72 36

函館 長谷川鳶 I〕NS36 DNS36 3672

函館 岩谷正美 DNS36 I)NS36 3672

(15)
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ディンギー総合成績表

所属 セール・番号 得占
I，』JQ1､ 順 位選手氏名 第1レース 第2レース

職
一
噸
一
職
一
蠣
癖
一
恥
口
恥
蠣
鋤
諦
“
癖
誠
一
蹄
融
一
誠
耐
蹄
耐
轆
馳
一
恥
一
硫
跡
一
酔
琳
｜
職
癖
一
職
誠
一
硫
恥
跡
剖
稚
誰
一
鍬
一
酔
酎
糾
恥
糾
鋤

ザ
ザ
ザ

レ
し
し

高松 薫１
９
２

９
５
３

８
８
３

８
８
９

９
９
１

２
’
６
’
９
｜
皿
一
喝
一
喝
一
略
一
別
一
羽
一
羽
一
妬

1 １
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
皿
一
皿
一
昭
一
昭
一
Ｍ
｜
晦
一
陥
一
Ⅳ

ｌ
ｌ
２
ｌ
４
ｌ
５
ｌ
ｕ
ｌ
７

鮫島伸雄 ４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
２
８
’
７

聿
一
詔
一
鉢
一
評

隆

重司

敏明・奥山智美

渭

レーザ－．660 0 1

470．J1251

レーザ-.72717

金盛

北川

レーザ－．53046 明

哲

９
’
３レーザ－．23712 17

山岸英明ﾚｰザ-.66011

470･J579

８
｜
Ｍ
｜
咽
一
旭
一
、
｜
妬
－
６
｜
妬
一
妬
一
蝿
一
妬
一
過
一
妬
一
妬
一
蝿
一
妬
一
妬
一
妬
一
幅

喝
－
９
｜
画
一
略
一
四
一
３
｜
妬
－
９
｜
Ⅱ

伊世亮・石川公司

小川智渭・渡辺470．J1745

屋代光一・千葉昭治シカ－ラ．2538 28 ニヒ

亀谷雄郎ン一ホッパー

レ－ザ一

９
６
９
０
０
６
５
１４

羽
一
蛆
一
別
一
別
一
郎

田中清俊 DNr

仙
一
崎
一
獅

隆一

俊英・佐藤香縦

裕司

レーザ－．83703 DNS

470.J572 DNF

DNF

DNF

DNF

レーザ－．88154

スナイブ ． I 落合史治・木村裕志 12 57 18

細見英二・菊地俊郎テール14．59 的
一
帥
一
“
｜
砧

四
一
加
一
即
一
理

Ｍ
｜
娼
一
昭
一
卯

ン－キャプ．217 村岡達司

岡茂男・赤石

大山みゆき・対馬

DNF

評
一
穂

テール16．21 DNF

DNF

DNF

DNF

DNF

DNF

DNF

スナイブ・2366

ウインドゴール．408 木村明 2321 66

芹沢良通・柄沢太－ボー／

マハ13

皿
一
翅

躯
一
羽
一
塑
一
弱

師
一
肥
一
的
一
加

泌
一
妬
一
泌
一
”
｜
調
一
妬
一
媚
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
“
｜
妬
一
妬
一
幅
一
妬
一
妬
一
蛎
一
媚
一
妬

／

ヤ 西野宏明・小山田恵美子

平川・大石・植松・山本ン－ボーン．18

伊藤勇昭ン一マーチン。87

畠山シーマーチン．451 ･文 DNF45 26 71

田辺恒・伊藤聡シーアルゴン．24 ”
｜
｜
恥
一
脈
｜
脈
一
脈
一
恥
一
脈
一
脈
一
吋
一
脈
｜
恥
一
昨
一
昨

DNF

DNF

DNF

DNF

妬
一
妬
妬
一
妬

卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯
一
卯

妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬

水沢栄二郎

下斗米秀夫

藤村美緒

ミニホッパー

シーホッパー

皿
一
” 須堅

ン一マーチン．363

加賀谷光則レーザ－．33354 DNF45

木村秀喜シーホッパ－．1959 ”
｜
咋
一
恥
一
昨
一
恥
一
一
恥
一
昨
一
昨
一
皿
一
皿
一
一
吋

妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
妬
一
鳴
一
媚

鈴木・上井・市川テ

ヤ

４
３
１
１

ル
ハ

ー
マ

獅
一
繩 藤元正明，吉田義弘

レーザ－･837141林
即
王

！橋本直樹・森尚美470･J119

沢田寿彦・津田信司470．

ク卜14．

－ル12．

蛇
妬
一
肥

加
－
６

職
一
睡
一
正
一
鐸
一
博

棡
一
碍
一
唾
一
蝿
一
躍

ア
｜
テ 砲

卓
一
繊
窪
趨
函
騨
肇
》

シーホッパー・’035 DNF

DNF

妬
一
妬シーホッパ－．6271

桧 山 ｜ シーホッパー・6238 DNF45

スタ－ト時刻 10：20 13:40

瀞
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●外洋帆走指導普及講習会●

船舶振興会補助事業

松山報告

松山ヨットクラブ松末充人

JOR計測委員の講習会を開く

私達のクラブが生まれたのは今から7年程前になる。

誰からともなく自然的に生長し，現在に及ぶ。だから

当クラブには「ヌシ」と呼ばれる者がいないのである。

本年をもってクラブに属する艇はミニトナーからスリ

ークォータートナーまで計25艇，クラブ員数は60名。

比較的運営しやすい所帯人数である。そのせいか，ク

ラブ活動は充実しており，次から次へと新しいスケジ

ュールを計画中である。今回の講習会も，次第に増え

つつあるそういう家族達の要望（グチともいう）に対

処するため,NORCの方から歌田氏を招き，クラブ員

の中から4人を選出し，受講するという，クラブ行事

の一環として企画したわけである。その際松山ヨッ

トクラブの良きライバルであり，また，優しい教師で

もある広島フリートからも二人の参加があり，合計6

人の講習会となった。日程は次のとおりである。

去る8月29日(土)の午後より市民会館の会議室にて，

夜10時までミッチリと講義｡(受講した者には一週間程

前より歌田氏から与えられた予備知識の家庭学習を強

いられていた）会場に弁当を持ち込んでの熱心なる講

義である。

翌30日（日）は0900よりハーバーに集合し，実際にヨ

ットの計測をする。そして午後からは会場を近くの公

民館に移し，セールの計測を夕刻まで行なう。

非常にハードスケジュールな講習ではあったが，6

人ともまるで歌田氏の催眠術にでもかかったかの如く，

熱心に最後まで受講することができたようである。皆

さん暑かったでしょう.／御苦労さんでした。

施設の子供達を招き瀬戸内海の島へ州俳クルージング

(17)

当クラブのレーティングは，毎年1II｣1,年度末の総

会を開いた際に決定しているのだが，その都度．異議

の申し立て〃があり，今だかつて理事側が提出したレ

ーティングが一度で承認されたことがないのである。

（それは嫌悪なムードではないが）良く言えば，それ

だけ会員がヨットの走りに関心を持っていると言えな

いこともないのかも……｡生まれてまだ10年にならない

当クラブにとって,JORを全面的に採用することは困

難ではあるが,ヨットライフを楽しむ目的で新規に入会

する方々のためには,独自のレーティングを残しておき，

シビアーなレース派にはJORを中心に対処していく予

定である。

まだまだ発展の余地がある当クラブにとって，今IHI

の講習会は非常にタイムリーなものであり，今後のク

ラブ運営にとって計りしれないプラスになるものと確

信している。当クラブには,NORCの会員が決して多

くはないが，このような行事を企画することが出来た

ことをNORCの皆さん方に対し深く感謝し，敬意を表

する次第である。

今後とも，松山ヨシ|､クラブに御支援，御指導の程

よろしく御願いします。

我が松山ヨットクラブ

松山の松の木が枯れつつある。西の方より年々，次

第に迫り来る「松枯れ病」のせいです。夏1-|漱石の｢坊

っちゃん」にも出てくる松111近郊の瀬戸内に浮かぶ小

島の松もすっかり枯れてしまった。先1Iのニュースで

は．松山城の松がその影響を受け始め，市当局は枯ら

してはならないとヤッキになっているとも報じていた。

経済不況といわれる昨今．あまりうれしくないニュー

スばかりです。

松山といえば，松111城，道後温泉（近くの某うどん

屋のうどんは最高ですぞ),漱石の｢坊ちゃん｣，漂泊の

俳人111頭火の愛した町，正岡子規……など，その他に

も多々ありますが，なんといっても私達ヨットマンに

とっては切っても切れないのが瀬戸の海でしょう。世

界でも屈指の素晴らしい景観の中で私達はクルージン

グやレースを楽しんでいるのです。

さて，そんな環境の中で当クラブが生まれたのが7

年程前のことです。当時20歳代の独身だったヨット連

中が集まり，結成したのですが，今では彼らもﾞ良き

パパ〃になっております。クラブの定例レースは毎月

第二日曜日と決めていたはずが，今年より6月のみ第

二日IWRに変更しました。その理由は小学校の「父親

参観[1」のためだそうです。当クラブも成長したとい

うことでしょうか，なんとも笑えましぃ限りです。そ

んな連中が，これといった特別な会員勧誘もせず，極

く''1然に現在のクラブに育て上げていったのです。

現在では会員数60名，所属艇25隻になり．毎月のク
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ラブ行事にはそのほとんどが参加しております。ただ，

残念なのは，女性会員がタッタの2名であるというこ

とです（なお，彼女らの年齢は不詳)。

クラブ所属艇の内訳は，％トンが1隻，％トンが7

隻，％トンが6隻，％トンが11隻で，実際のレースに

は，そのうちの15隻程度がゴンスタントに出場してい

ます。松山市内から海面まで車で15分程と非常に恵ま

れた環境にしてはヨットの歴史が浅く，クラブ艇以外

のクルーザーを含めても，せいぜい50隻程度です。こ

の原因はやはり「港」にあり，他の地区と同様こちら

でもヨットの泊地には苦労している。対外的なレース

を企画しようとしても，ハーバー問題で常に座礁して

しまい，今だ実現されていません。

クラブ員の中でレースの好きな連中は，徳山とか別

府，広島はもちろん徳島あたりまで“遠征”に行った

りもしていますが，その成果はマアマアのようです。

瀬戸内をはさんで向かい側にある広島フリートには，

レースのたびにお世話になり（毎1I11,賞をドッサリ松

山へ持って帰ること）スミマセン。また，ヨットクラ

ブの良き先輩として日頃から指導して頂いております‘

そして徳山フリートの瀬川さん達にも当クラブ運営の

事等で様々なアドバイスを受けたり，当グラブは，正

式なNORCのフリートではありませんが，周囲のヨッ

トクラブには大変お世話になっております。今後とも

ヨットを通じて友情の輪を広げてゆきたいものです。

当面のクラブの目標としては,「ハーバー建設の要求

運動の推進」と「対外的なレースの開催」です。前

者の場合は，何年後に実現するかしれないが，次の世

代のためにも我々が努力しなければならないことの一

つであり，後者の場合は，近い将来に実行出来そうで

すが，それには今以上にクラブ全員のチームワークが

必要です。ヨットを通じて海（瀬戸の海と言えども時

化ると恐いのですゾ.／）を愛する人と人とが知り合って

出来たクラブ。そんなグラブをいつまでもいつまでも

大切に育ててゆきたいと思っております。松111ヨット

クラブをよろしく､ノ

一

堀~て瀞 §
；
』段

＃
，
歩

瀞

Ｔ
ｂ
Ｈ
与
錬

&謡
…

汀

蓉警該
塞圃こ 亀 一

口
陸
《

一

が〃。

6

施設の･r供進と海水浴を楽して

●NORCのメンバー艇を歓迎しよう

役人が仕切っている須磨ヨットハーバーは，他フリ

ートから見ると冷たい仕打ちが多いとよく聞かれます。

．おれげえしますだお役人様〃

．だめ，だめ，・・…絶対だめ〃〃

とかく役人はだめという言葉しか知らないのでは？

いえ．．…，知っています。都合のいい事は沈黙という

事です。須磨ヨットクラブにも協力をお願いしたら？

会長がハーバー管理者の神戸港振興協会の部長では

ねえ……。NORCの会員として出来るかぎりの歓迎を

しようではありませんか。

と≦こでお世話になるかわかりませんよ.／

内海だより

へ

NORC須磨

フリートニューズ

内海支部浮田尚子

●蜘蛛が巣を張りました

港口近くまで張っています。県の水産課のお役人｢そ

んな近くまでは許可していない｣。「それじゃ見に来て

下さい｣。「そんな時間はない｣。「車でお迎えに行きま

すよ｣。「だめ."｣｡NORC会員諸氏，十分に注意しまし

ょう。話してわかる相手ではありません。〃

NORC須磨フリートニューズが8月に発足しました。

おっかなびっくりでスタートしましたので，少々のフ

ライングは月をつむって，リコールをかけないで下さ

い。不定期ではありますが，続けて行きたいと思って

います。よろしくお願い致します。

NORC須磨フリート事務局

〒651神戸市中央区御幸通り1丁目2－3

興進ビル芦田会社事務所内

TELO78-251-5585

●、小田氏，第三位〃

新聞等で詳報のとおり，

の太平洋シングルハンド

須磨フリートからただ一人

ヨットレース参加者小田氏

(18)
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は，無事フィニッシュされました。会員一同，心か

らお祝い申し上げます。

●魚つり禁止

オールドレーサーにとって，一パイ飲んで，、昔は

なあ〃と始めるその当てが，あぶったいかであっても

いいのだが，沖で釣り上げた季節の魚であれば，もう

いうことはない。

「昭和45年制定兵庫県条例」お役人様のお定めによ

り，動力船による魚つりを禁止する。山田漁業組合長

談,､忘れてた，これから徹底的に取り締まってもらう

ぞ〃〃

、テンダ､一から釣ればOK./です〃NORC水産部長

談。

お役人ですが。

須磨ヨットクラブ定例レース,NORCの会典も多数

出場,、今Iq1は風のいい季節なので，オーバーナイトセ

ールで,ロングコースとしよう〃委員全員一致で決定〃

「だめ.／だめだめ，絶対だめ.ノあぶないから絶

対だめ.／会長命令において絶対だめであるぞ〃｣。

もっと実力が出来なければだめらしい。

、他のフリートにて修業して来てはいかがですか〃〃

F百

踵
Ｐ

東●NORCのエンサイン旗を掲げましょう。

チョット練習といった時でも，会員同志，エンサイ

ン旗を掲げて挨拶しましょう。

、おいこら.ノ免許もっているか.〃こちらはお上

の船であるぞ。おそれ多くも，この日の丸を見よ.ﾉ'′

須磨沖でちょくちょくこの手合が暴れ回っているとか.／

会員諸氏もエンサイン旗を掲げて,．この旗をなんと心

得る。NORCの旗なるぞ.／水をよこせ〃〃

海

だ

よ
へ

い
一ノ

γ春司今呼へ耐一泊芦~､

東海レース

<ナチ〉艇長二村昭治
●ヨットレース運営について（寄稿）

ヨットレースに出場する人が，あれこれと物言いを

つけることはよくあることですが，それも自分が世話

をする立場になると，その苦労がわかるものです。し

かし，レースに間接的な人が，右左と指示をしてそれ

に素直に従わなければ……，と圧力をかける（暗黙の

場合もある）ことがあります。

その代表的なものが海上保安部，神戸市港湾局等の

夜6時のスタートで海面に出てみれば，かなりの強

風でヘッドセールを何にするかまよった。そこで他の

艇の様子を見れば，各艇ともまよっているみたいだ。

我が艇は,No.1にフルメインでスタート。やはりかな

りの強風で，ウェザーが強く，ラシットをにぎる手は

(19)
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力いっぱいで非常に大変だった。それでも野島近くで

トップに出た。セールチェンジを|､ラブリ，また他の

艇にぬかれる。

風は20ノット前後でかなり重たい｡NQ2でも大変で

ある。神島の北側はいつも波の悪いところだ｡2,3

li'l大きな波を受けて全員頭から潮をかぶる。上には，

<美濃>，〈セレーネ>，下には，〈朝烏>というポジショ

ンで次のマークをさがす。まず，桃取の灯を見つけて

マークの灯をさがすが，なかなか見付からない。クル

ーが，あれだと指をさすが，どうも3歩に1回で4歩

に111｣1とは違う｡10分ぐらいさがすと．ようやく4歩

にll''lの赤を見付け，その近くまで行き，ライトで確

認をする。そして後ろを兇ると，タックをして沖出す

船があり，さらには2，3パイの灯が兄える。

この近くまで来ると風が落ち始める｡伊勢灯標の近く

まで来ると目の前に1隻のヨットがスーと横切る。は

じめはクルージングボートかなと思っていたら，クル

ーが，あれっ，〈美濃>だと言う。絶対ここまでトップ

だと思っていたのに，〈美濃>が前にいるとはショック

であった。マークを|['1り，フリーの風2,3ノットで

胃の痛くなるようなレースだ｡3番手のスピンは，

<朝烏>である。いつのまに来たのか音もなく追って来

る。

師崎の手前でトップに出て，一路ゴールへと走る。

夜も明け始め，太陽が顔を出す。風は少し出て船は，

5～6ノットで走る。無線でコミッテイーにゴール1

時間前を知らせ，無事フィニッシュをする。

後からゴミッティーにく美濃>のことで抗議を出す。

結果は失格とのこと。後味が悪いがしかたがない。や

はりマークは必ず確認をすることが大事だと思う。

<朝烏〉艇長加藤好憲
西の風10～13nysec,もう少し吹いてくれたらと思い

つつ．スタートラインへ着く。5秒遅れでスタート，

<美濃>がベストスタートを切る。ワンポイントリーフ，

No2ジブで7～8ノットにて野島へ。途中ツーポンに

する。スピード変わらず｡リーチングではファ一群が強

い｡野島まで’ノットの引き潮に乗って飛ばす｡<美濃>，

<七レーネ>，〈朝烏>，〈ナチ>の順にて通過。ここで潮

で下へ流されるのを計算して少しラフッて行く。風が

前に回ると，2トンのくナチ>が強さを発揮，一気に前

へ出て行く。野島からのレグでは，ナビに一番気を付

ける。位置を確認しながら鳥羽マークへ向かう。鳥羽

をくナチ>、〈朝烏>，〈セレーネ>，〈ナルミ〉の順で回る。

回航時に東南の潮の強さを知る。

次のレグが勝負どころと考え，クロースリーチのコ

ースを潮を計算しながら30分おきに位置を出して慎重

に七一リング。〈ナチ>に10分遅れて続く。

しかし，伊勢湾マークで思わぬことが起きる。2番

手（修正1位）でいっていると思い込んでいたところ，

いつの間にかもう一艇先行してるではないか｡<ナルミ〉

だ．′マークで'5分の差がつく。〈ナルミ〉とは同じレ

ーティング､のため，まったくのスクラッチレースだ。

悪いことにマークM航30分前より5"yg｡篭に風が落ちて

いる。風さえあればストームスピンでも，何でも、張

り切って追いかけるものを……。船内かなり落胆と険

悪なムードに包まれる｡ところが夜が明けてみるとく美

濃〉ではないか。げんきんなもので一気に元気になり，
食欲もわく。

その後，慎重なる七一リングで，トップに，分強の

差でフィニッンュ。

支部レースの最終に優勝出来たことを喜んでおりま

す。また，〈美濃>の健闘に失格になったものの，心よ

り拍手を贈りたいと思います。

夕巳

へ

東海レース成績表 レース委員長関幸1981/10/1]

クラス|SAILNO|艇名 TYPE|着順 ’所要時間|TCF|修正時間｜総合順位

１

Ｆ

唖
雫
１
３
２
４
Ｎ
５
６
８
７

コ

１

１

Ⅱ

ＮＡＩ

Ｘ

邸
良
Ｅ

程
Ⅲ
鳥
Ｖ
穂

Ｒ

Ｄ

Ｅ
１
Ｖ
Ｈ
１

美
即
邸
朝
皿
以
Ｒ
唖
長
畑

Ｃ
Ｌ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｅ

Ａ
Ｅ
Ａ
Ｅ
Ａ
Ｃ

Ｎ
Ｓ
Ｎ
Ｍ
Ｐ
０

０
２
２
７
２
８
２
８
３
５

８
１
６
７
８
８
３
６
７
６

０
３
９
４
３
２
３
６
２
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

Ｕ
Ｂ
Ｕ

皿
皿
ｗ
砿

０
Ｕ
Ｏ

Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
Ｄ
Ｆ
Ｈ
Ｄ
Ｂ
Ｎ

０
２
０
７
７
０
３
３
０
５

１
４
１
３
３
２
３
３
３
９

１

１
９
２

３
４
３
４

１
１
１
１

１
６
２
９

５
３
３
５

口
●
■
■
凸
●
◆
凸

１
９
３
７

４
０
４
１

８
９
３
０

１
３
４
１

６
３
５
０

３
１
３
３

７
０
５
５

５
３
１
１

２
２
８
８

８
８
７
７

１
１
０
１

１
１
１
１

４
６
１
３

０
０
０
０

|Ⅱi

Ⅳ

２
５
７
８

４
４
６
６

１
１
１
１

５
３
９
６

３
５
１
１

６
３
５
５

２
４
３
３

０
０
５
０

９
２
１
８

５
６
２
２

７
７
７
７

１
１
１
１

１
１
１
１

４
１
６
０

０
２
４
５

７
１
６
７

２
０
４
５

０
０
０
０

、
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東海ニュース

11月11日，東レスポーツセンターにて東海支部第4

回例会を開いた。シーズンも終わりに近づいたせいか，

参加者は,50人に満たないほどだったが，熱の入った

例会となった。各委員会からは，それぞれの報告がな

され，特にレース委員会からは，来年のパールレース，

そして東海フェスティバルなどへの意気込みが感じられ
た。

次に各クラブ員より活発な意見が出され，中でも，

「レース結果の各報道機関（新聞,TV,ラジオ）に

よる発表を.／」という意兇が注目をひいていた。その

理由がヨットマンらしいことであったのでここに書く

と．．…週末レースを行なった次の日，家庭では,「おと

うさん，昨日どんなレースをやったの？」｡会社でも，

「○○さん，昨日はと÷んなレースだったのですか？」

と聞かれる。そんな時，新聞を広げ，レース結果を見

せれば納得してもらえる。……ヨットレースにもっと

理解を.／（各地区の海事普及委員がんばって下さい｡）

そしてこの例会の後半では，本部，また，ヤマハボー

ト名古屋店よりお借りした16ミリフイルム，78年パン

ナムカップと79年アドミラルズカップの上映会を行な

った。パンナムカップのフィルムに写されたマキシム

ボートのくキアロア>，〈オンディーヌ>のダッキングマ

ッチ，ブローチングなど，国内では目にすることので

きないヨットのすばらしさに参加者全員ため息をつい

ていた。それに加え，前回のパンナム出場のく朝烏〉

のクルーの裏話や,<VIND7>の小林オーナーによる解

説が，よりパンナムを身近かなものとして，参加者に

伝わっていった。1トン以上を十数艇かかえている東

海支部より，次のパンナムカッパー，アドミラルズカ

ッパーが，自然と出てくるような熱気が，この上映会

内に立ち込めていた。海事普及委員岩瀬喜貞

東海支部

第4回例会報告

海事普及委員長小林義彦

秋も一段と深まり，初冬を思わせるかのような11月。

街路樹のポプラ並木も紅真に色づき始めました。

本年度最後の例会が開かれ，各委員会報告が発表さ

れましたが，56年度の事業計画も，年末パーティー．

(21)

常任委員会・代議員会・総会を残すだけとなり，ほぼ

予定と÷おり行事が進んでおります。

今回の各委員会報告は，特に弊開催された支部常任

委員会議事録をもとに発表されました。

そこでOffshoreの誌面を借りて議事録を掲載させ

ていただきます。

※

議題

都築支部長：議案の中に各委員会報告と東海フェステ

ィバル報告がありますが，各委員長はまとめて報告し

て頂きたいと思います。

レース委員会

藤井：委員長の山田さんの代理で，先日行われました

東海フェステイバル合同レースおよびオータムシリー

ズレースのコミッティー担当であったくパラフレニァン〉
の皆さんの報告をまとめてみますと先ず出艇数では

合同レース参加42艇（昨年に比べ3艇減）

シリーズレース〃28艇（〃6艇増）

合同レースでは，小型艇の参加を期待していましたが，

伸びず，シリーズレースは大型艇の進出で増加しまし
火土去
ノ.－○季ノーァ

●スタートおよびフィニッシュラインの間隔が狭まか

つたこと。

●馬草のマークが見つけにくかったこと。

●コミッテイー担当の荻須レース委員長よりこのシリ

ーズの担当ゴミッティーは一艇では大変キツイこと。

●オリンピックコースでなく，島回りのコースも組み

入れてほしかったこと。

などの意見が出ておりました。

海事普及委員会

小林：東海フェスティバル表彰パーティーでは翌日が

出勤日の理由から，期待通りの参加者が望めなかった．

人集めの問題を検討していきます。

それから，東海フェスティバルでは，今後の行事と

して子供達の体‘験乗船なども組み入れたらとゞうでしょ

う。

都築支部長：林君の開催場所の意見は，海事普及の意

味から大変いいと思います｡受け入れフリートの熱意が

あれば来年は武豊へ持っていってもかまわないと思い

ますがどうでしょうか。

それと中日新聞後援が他，報道機関に対してマイナ

スだと思われます。ひとつにしぼらない方が体験乗船

の効果も大きいのではないでしょうか。

全員：異議なしの声あり。

林：武豊フリートの意兇を年末までにまとめて報告し

ます。

小林：次の11月11日の例会については，パンナムおよ

びアドミラルズカップレースなどの映写会を企画して

います。

その後は，東海支部懇談会ということで，意見交換

会も行いたいと思います。
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全員：異議なしの声あり。

会費未納者について

都築支部長：昨年に比較して，会費未納者が非常に多

いようです。事務局より状況を説明して下さい。

会計報告では，収支予算案に基づき遂行していった

ようですが，諸施設，諸物価高騰，また，借用中のモ

ーターボートの破損修理なと・のアクシデントで，少々

赤字を計上することになったことは大変残念です。

都築支部長：馬草のマークについては私も思っていた

のですが，夜間は大変見つけにくく，何艇も同意見だ

と思いますので，今後のコース選択について，帆走委

員会で検討していって下さい。

小林：最近，支部レースでも抗議が出るし，レース運

営の面でジューリーの独立か，ルールの資格者を支部

に置いていくことがいいのではないでしょうか。

都築支部長：私も同感です。本部理事会で提案してみ

ます。

通信委員会

林：’1月中にフリート毎に連絡して通信委員会を開き，

運用方法など検討し，来年の野島レースから徐々に活

動していきます。

先日の東海フェスティバル安全訓練で，今回パラシ

ュートプレーヤーを使用したことは良かった。

また，レース前の訓練では割合参加者を集合させや

すいが，レース後の集合については難しかった。

しかし，ケーム参加者も多く，企画次第だと思いま

す。来年度も今年の反省を基に新しい企画を立案して

行きたい。それと，開催場所の設定などは，小型艇や

休眠艇の参加を増やす意味からも，各フリート持回り

ではどうでしょうか。

谷口：事務局より9月末の年会費納入状況を報告しま

す。

先ず，会員数ですが()104名（正)308名合計412名

会費未納者（特）16名（正）73名合計89名

支部基金未納者（特）20名（正）85名合計105名

となっています。

財務委員長の阿部さんの依頼で，先日未納者全員に

会費未納通知を送付しましたが，その後も入金はあま

り進んでおりません◎

都築支部長：昨日，阿部さんと事務局で会費未納者の

納金の件と今年度の収支見通しについて話し合ったの

ですが，各委員会とも大変厳しい状況です。

委員会別に検討しますと，帆走委員会が収支見通し

より,e約35万円，海事普及委員会④23万円，集結訓

練費elo万円が大きいところです。

予算の立て方にも問題があると思いますが，現在の

まま締めますと赤字決算になると思います。

配布した会費未納者の半数が入りますと収支トント

ンに終るのではないでしょうか。

支部行事はあと東海レースと表彰パーティーを残す

のみですので，担当委員は収支に気を配ってすすめて

下さい。

小林：各フリート，各艇知っているところは手わけし

て電話をかけ･ましよう。また，フリートキャフ。テンに

もお願いしましょう。

全員：異議なしの声あり

都築支部長：フリートキャプテンには，9月より四管

警報を送付しており，各フリートの連絡を密にするよ

うにお願いしてあります。

会費未納者についても各自のフリートに声をかけて

もらいたい。

年末までのスケジュールについて

都築支部長：

東海レース10月10日

年末パーティーおよび表彰式12月2日（水）

（担当帆走・総務委員会）

常任委員会12月9日（水）18：30

代議員会12月9日（水)19:30

以上のスケジュールでいいでしょうか。

全員：異議なしの声あり。

都築支部長：例年表彰パーティーの参加が少なく，本

年はウイークデーの月始めにしました。

場所も気楽な所を探して，皆の参加しやすく企画し

ましょう。

会報委員長の富川さんが欠席していますが，12月上

旬で一応，今年のスケジュールの区切りがつきますの

で，この時点で東海ニュースを発行したいと思います。

全員：異議なしの声あり。

その他

小林：先日，全日本ミニトン選手権に出場して来まし

た。その時，来年のミニトンを東海で行いたいとの申

し入れがありましたので，報告しておきます。

運営はほとんど協会でやると思います。

それとは別に周東さんからの伝言で，来年のレベル

レースを宜しくとのことでした。

都築支部長：昨年の本部合同委員会で話題が出，検討

事項でありましたが，名古屋オリンピックが流れてし

まった今，どうするか，次回帆走委員会中心に検討し

ましょう。

支部役員交代もありますが，本年中には結論を出し

ましょう。

全員：異議なしの声あり。

以上により本常任委員会の審議事項を終えたので，

議長は2130閉会を宣言した。

昭和56年10月7日

＊
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海難救助と

(社)日本水難救済会

普及部長浅賀豐一

我々は海を交通の場，あるいは水産，鉱物資源採捕

の宝庫として，これをフルに活用し，めざましい発展

を遂げてきたのであります。

今，海上交通の現状に目を移しますと，いかに減速

経済下とはいえ，依然として航行船舶はふくそうして

おり，一方，水産活動は，さきに我が国が漁業水域200

海里の時代に突入以来，従来の遠洋漁業への依存から，

沖合，沿岸漁業への傾斜が進展し，必然的にこれらの

海域における漁船の活動が盛んになっています。さら

に余暇利用のヨット，モーターボートの航行をはじめ，

磯釣りなども年々増加の一途をたどっております。こ

のように沿岸海域に数多くの船が込み合いますと，恐

ろしい海難の発生が予測されるのであります。

それでなくても，我が国沿岸海域では，気象，海象

の変化が激しいうえに，海岸線が極めて複雑であって，

船舶の航行に困難な条件がそろっているのでありまし

て，関係者の懸命の努力にもかかわらず，海難の多発

は避けられないのが現状であります。

現に本年の海上保安白書によりますと，昨年中に我

が国周辺海域において．救助を必要とした海難に遭遇

したヨット，モーターボートなどのプレジャーボート

は390隻で，その死亡，行方不明者は39名であって，

前年に比べ隻数，死亡，行方不明者ともに増加してい

ます。

申すまでもなく，海難の救助は海上保安庁がその任

にあたっているのでありますが，なにぶん広大な海域

において，しかもいつどこで発生するか分からないとい

う海難を全部処理するということは，同庁がいかに努

力されても至難のわざで､ありましょう。

そこで例えば，海上保安部署からかなり離れた漁場，

あるいは巡視船艇が底をする心配のある浅瀬，岩場な

ど，海上保安庁の比較的手の届きにくい海域での海難

救助は，同庁の要請により，または自主的に本会があ

たっております。ここに本会が海上保安庁の補完機関

として，海難救助には欠かすことのできない存在であ

ることがお分かりねがえたものと思います。

順序として，本会の歴史とその歩みのあらましにつ

いて述べてみましょう。木会は，明治22年に金比羅宮

宮司琴陵宥常（ことおかひろつね）氏の発起により創

立せられ，氏みずから会長の幟につかれるとともに，

初代総裁に有栖川宮仁威親王を推戴されたのでありま
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す。こうした事情もあってか，民間団体ではあります

が．あらゆる面で国の積極的な援助を賜ったのであり

ます。戦争中のブランクの一時期をはじめ，うよ曲折

はありましたが，諸先輩のたゆまざる努力と，関係各

方面の絶大なるご支援ご協力により，海難救助に努め，

本年創立92年を迎えたのであります。この間，昨年末

までに既に18万4千余名の人命と3万4千隻以上の船

舶を救助しています。

長い歴史のうち，特に申し述べたいことは，明治30

年以降，本会に対して，政府は毎年補助金の交付を決

定し，昭和20年度までの総額は当時のお金で160万円

でしたが，現在のお金ならゆうに数10億円になるので

はないでしょうか。戦後昭和24年度に補助金100万円

を晶後にこれを打ち切られました。

元来，本会の運営は，主として会員の拠出金および

篤志家の寄付金による建前でありますが，時代，人心

の変遷に伴って思うようにゆかず，困っておりました

矢先，昭和44年から3回にわたり,")fI本船舶振興

会の特別のご援助により，総額2億円の基命の交付を

受け，これが本会の運営に大いに役立-〕ています。

本会はこの外，自主的資金獲得の一手段として，毎

年「海の記念H」を中心に，海'二保安庁をはじめ関係

各方面のご協力を得て，「青い羽根募金運動」を実施し

ています。もともとこの運動は，昭和23年12月に閣議

決定をみました「海難救助態勢の強化要綱」に基づい

て,「海難救助及び海難防止のため，民意の高揚と啓発

を目的」としているものであります。もちろん，この

浄財は第一線で救助にあたる本会救助員の出動手当，

賞じゅっ金等に当てていますが，今後とも皆様方の一

層のご協力をお願いいたします。

ところで本会400数カ所の救難所および同支所に所

属している約2万名の救助貝は，そのほとんと,が漁業

を生業としている外，いろいろな仕事に従事していま

すが，救助要請があると，時には'1前の大魚群を兇捨

てても，救助船に飛び乗って出動するのであります。

無償で危険な救助作業にあたるこれら救助員こそ崇

商なボランティア精神に基づく人たちであります。

現在，海t保安庁から救難資材の無樅貸与の外，主

として側)[1本船舶振興会からの補助金により，救助船，

救難器具および保管倉庫等を逐次整備するとともに，

各種救助訓練を実施しています。

私たちは海難の犠牲者が一人でも少なくなるように，

あらゆる努力を傾けるつもりでありますが，激動する

海洋環境の明日を考えますとき，ますます海難救助体

制の整備と併せて，救助員が安心して出動できる環境

づくりを急がねばならないのであります。

どうか海洋へ乗り出される方々におかれましては，

こうしたボランティアのいることに思いをいたされ，

いついかなるときもまず安全航行に留意されますとと

もに，皆様手をとりあって海難の防止に格段のご努力

あらんことを念願してやみません。
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日本丸・海王丸
(大型帆船艤装設計の立場から見た姿）

運輸省航海訓練所教授田辺穰

本誌第64号1980年8月号で，当時航海訓練所の事務

局長であった別府房夫氏が，両船について「波涛を越

えて50年」の副題のもと，練習帆船く日本丸〉および

く海王丸〉の現況等について紹介いたしました。

それは，昭和5年建造以来50年に及ぶ両船の活躍ぶ

りを紹介したものでありましたが，厳しい自然の前に

両船の船体は全般に腐蝕が進行し，毎年部分的に補強

を繰り返していても，船全体としての強度を復元する

には至らず，むしろ「ダマシ，ダマシ」使用している

現況であることも述べてありました。

そこで，航海訓|練所は昭和56年度の作業で，練習帆

船の代船を建造するために必要な，技術的な実験や調

査も行なうことになりました。

すなわち，船体模型水槽実験，帆装模型風洞実験，

帆装艤装研究機関艤装研究，教育設備研究等を行な

って基本図面の一部を作成することです。

我が国の西洋型大型帆船の建造経験といえば，練習

帆船く月島丸>･<大成丸>･<進徳丸>･<日本丸>･<海王丸〉

等の建造などが挙げられるのですが，帆装艤装設計は

すべて英国の造船所に依頼したものであり，〈日本丸〉

やく海王丸>の代船を建造することになれば，我が国で

設計から建造までのすべてを行なうのは最初の経験に

なるため，事前の研究・実‘験・調査が必要であるから

です。

これらの作業のうち，専門的な実験解析等について

は専門の造船所に委託して進められており,11月末に

は一応の結論をみる予定です。私どもが従来から経験

的に知っていたことが，実験的にも裏付けられたり，

新たなことが現われたりで，今後さらに解析を進める

のが楽しみです。しかし，これらの実験結果等につい

ては，專門の造船所に委託して行なったものが多く，

現時点で公表するのは差し控えなければなりません。

1877年に英国の造船設計家W.H.White卿が書いた名

著ManualofNavalArchitectureは，海軍士官，商船

士官，ヨットマン，船主や造船設計者のためのもので

すが，そのなかで卿は,「建造した帆船が成功するか否

かは，船長の卓越したシーマンシップで発揮されるば

かりではなく，設計者が類型船の秘密をと§の程度多く

つかんでいるかによっても左右される｣と述べています。

本誌では,White卿の著書や，ドイツの造船設計家
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F.L.Middendorfの著耆BemastungundTakelungder

SChiffe(初版1903年）等を参考として,20世紀初頭

の大型商用帆船建造技術上の基準概要を紹介し，これ

らの基準に照らしてく日本丸〉やく海王丸〉はどのよ

うになっているのか簡単に紹介しようと思います。

大型商用帆船建造技術の発展

もしも蒸気船がもっと早い時期に発明されていれば，

世界の発見航海や探険航海はもっとおくれていたであ

ろうといわれています。そのエネルギー源補給の見通

しがたたなければ，蒸気船は未知の海へ乗り出すこと

はできないので，これらの航海は，無限のエネルギー

に依存する帆船の独壇場であったのです。

しかし，世界の海が交易活動の舞台に変わったとき，

商用帆船は機械力で走る船に活躍の場を明け渡す運命

にありました。でも，天をつく白帆にかわり，黒煙を

吐き出す汽船にはと÷うしても馴染めない船主や造船設

計家たちも少なくありませんでした。だから大型商用

帆船の建造技術が一挙に進歩したのは，すでに商用帆

船の前途が運命づけられていた19世紀から20世紀初頭

にかけてのことでした。

縦帆船か横帆型か

本誌の読者の皆様であれば，マスト前面にほぼ水平

に取り付けたヤードに台形の横帆を展帆し，ヤードの

旋回角度の限界によって,風上への切り上がり性能がき

まる横帆船のほうが，縦帆船よりも切り上がり性能が

悪い船であると理解されるでしょう◎横帆船のヤード

はマストを支えるステイ構造なと叡のために，船首尾線

に対してせいぜい40度程度しか旋回できません。帆に

対する視風向の入射角20度，風圧差10度とすれば，横

帆船はたかだか70度程度しか切り上がれないのです。

大型縦帆船にくらべて，どんなにひいきめにみても10

度程度は切り上がり性能に欠けています。

また，縦帆のほうが帆の取り扱いが容易で，乗組員

数も少なくてよいとの意見も多くみられます。

こう書くと，横帆型式の利点はまったくないという

ことになってしまうのですが。

大洋航海で帆船はなるべく正横後の風系を選んで帆

走します。こうなると，縦帆船よりも横帆船のほうが

高速で，しかも安定して帆走することができます。

また，大型帆船といっても1000総トン以下程度なら

二
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ぱ縦帆のほうが確かに取り扱いが簡単であるかもしれ

ません。メンスルのかげでスピンネーカーを操作した

り，艇首を風上に切り上げてメンスルをしぼったり，

皆様にとって日常茶飯事かもしれません。しかし，〈日

本丸>やく海王丸>のような大型横帆船で,船首を風上に

立てて最後尾のマストに展帆している縦帆(スパンカー）

から風を抜くような操船は,現実的ではありません｡横

帆船でなく縦帆船であったとしても，大型帆船では，

風上へ切り上げて風を抜こうとしても，行脚は簡単に

は減少しないので，僅かな操舵の誤りが致命的な結果

を招くおそれが多分にあります。

〈日本丸〉やく海王丸〉のスパンカーは約125㎡で,大

型縦帆船ではざらにある程度の面積ですが，このスパ

ンカーを強風下でしぼるのは,まさにけんかごしのおお

いくさです。風下側のブレールを引きしめるのが間に

あわなくて，風上側のブレールだけが先に引きしめら

れてしまっては,スパンカーはまるで風船のように風を

帆のなかに包みこんでしまい，まったく手に負えない

状態になってしまいます。

現在大型縦帆船として活躍している某国のバーカン

チン型練習艦を訪れたとき，今航も一人の乗組員を失

ったと平然と説明してくれましたが，同艦では毎年2

名程度の乗組員を失っているようです。

横帆船の帆装型式

大型帆船として横帆型式を選択したとしても，すべ

てのマストに横帆を展帆するシップ型とするのか，最

後尾のマストはく日本丸>やく海王丸>のように縦帆のス

パンカーとガフトッフ･スルだけを展帆するパーク型とする

のか，あるいはマストの数を何本にするのか等の決定

が必要になります。

このことについて，とても都合のよい図が示されて

います。先に述べたMiddendorfの著書に示されたも

のですが，このほかにもマストの長さ，ヤードの長さ

など同著者の巧みな図の示しかたには，舌をまくばか

りでなく，私自身く日本丸>やく海王丸>には長年月乗船

していたのに，まったく無邪気に乗船していたにすぎ

ないことが恥ずかしくなります。

この図によると，約3000総トンの横帆船では,3if

または4機のシップ型か，4橋のパーク型が選ばれて

いたことがわかり，パーク型を選択すれば，シッブ型

のように3本マストにしようか，4本マストにしよう

か，と選択に迷うことなく4措を選べるわけです。

また,1880年代以降の横帆船の帆装型式について，

船の長さを基準に仕分けると次の傾向が認められます。

250フィート以下程度では3橋パーク型。

270フィート以下程度では3倍シップ型。

270フィート以上程度では4橋パーク型。

また,300フィート前後の船で4橋シップ型が選ばれ

た例も少なくはないのですが，1890年代以降では，多

くの場合4倍パーク型が選択されていたようです｡1891

年に建造されたくディットン〉号やその姉妹船くスベ

ケ〉号は船の長さ300フィート程度であり,3橋シップ

型であったために，一枚の帆面積が大きすぎてベテラ

ンの乗組員達からも評判の悪かった船で，いずれも強

風下にて遭難で生涯を閉じています。

総トン数約2300トンのく日本丸〉やく海王丸〉が4

揺パーク型であることは，帆装型式の選択も当を得て

いたことになります。

4橋パーク型のマスト配置

船体水面下の水圧中心の位置と，帆を含めた水面上

の風圧中心位置の相互関係が，当て舵の大小に影響し，

速力の大小に直ちに影響を及ぼす要素として，皆様も

セールの微妙なトリムに苦心したり，艇のトリムを変

えるために，艇員や重量物の配置に細心の注意を払っ

ておられるでしょう。デザイナーの方々もこの点につ

いて大いに神経を使うところでしょう。

風圧中心と水圧中心が一致していれば，当て舵は不

必要ということになり，風圧中心が水圧中心よりも前

方にある船は，いわゆるSlacknessの状態であり，リ

ーヘルムで調整し，逆の位置関係の場合は,Ardencyと

いう状態でウェザーヘルムとしなければならないので

すが，大型帆船ではダッキングの容易さを考慮して，

いささか「のぼり気味」の設計になっているのが普通

です。幾何学的にみた場合，風圧中心が水圧中心より
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も船の長さの1/20程度前方に来るように設計するのが

蒋通のようです。これは，設計上はSlaCknessの状態

に設計していることを意味しますが，船が前進力を得

ると，水圧中心のほうが風圧中心よりも前方に偏位す

る量が大きいので，逆にArdencyの状態になることを

経験的に知っていたからです。

4橋パーク型では，船の長さを100とした場合に，

最前方のマストであるフオアマストから順に後方にメ

インマスト，ミズンマスト，ジガーマストの順に，そ

れぞれ船首材から16～17,41.8～42.8,67.6～68.6,

85.8～88の程度に位置させていました。〈日本丸>，〈海

王丸>ではそれぞれ約15,40,67,86.5程度で,いささ

か風圧中心が前方にあるかもしれませんが，おおよそ

基準どおりの位置になっています。両船でのダッキン

グは容易なことではありません。「うねり」の方向が悪

いと，船首がウインドアイをかわるまでのうちに行脚

が止まったり，旗lulモーメントが消えてしまったりで，

ミッシングステイになることが多くなります。風向と

うねりの方向の微妙な違いを慎重に見定めておけば，

ダッキングの成否は事前に読みとることができます。

今度は「タックに失敗するだろう」とか「成功するだ

ろう」とほぼ的確な予想をすると，学生諸君は何故わ

かるのかと不思議そうな顔をしますが，やがては風向

とうねりの読み取りも体得するようになります。

4機パーク型の帆面積

帆面積を決めるにも，類似船の資料は貴重な情報を

与えてくれます。

排水容積の％乗の70～110倍を平方フィートで示し

た帆面積の合計とすることなどは，かなり良く知られ

ていた方法ですが，〈日本丸>やく海王丸〉ではこの係数

が約80程度になっています。

類似船の帆面積(A'),速力(V')および排水量(WI)から

求める式として，次式によって自船の帆面積(A2)を知

る方法も用いられていました。

缶一隅'xW"
また，自船の横メタセンタ高さ(GM)と喫水の約半

分の深さ（ほぼ水面下側面積中心の位置とみなしてよ

い）から帆面積の中心までの高さ(h)などによって，

A×h=E×W×GMの式から帆面積(A)を知る方

法は，静的復原力を考慮に入れたものであり，安全性

の確保の点でも重要な式です。

ここで係数Eについては，横帆船の場合，満載状態

で約23,バラスト航海状態で約17程度としていました。

<日本丸>やく海王丸>では，復原性の面で安全側となっ

ているので，通常航行中のGMは約1メートルである。

この場合にはEの値が約13程度であり，いわゆる入港

ドラフトになると，練習船の場合には，清水，食糧な

どの消費量が影響してGMが約60センチメートル程度

となって,Eは約21となります。

かって大型商用帆船のGMは約60センチメートル程

度であったようですから，〈日本丸>のE値がはなはだ

しく小さい，すなわち帆面積が著しく小さいというこ

とにはならないでしょう。

次に大型4倍パーク型で，各マストの帆面積は，全

体の帆面積についてどの程度の割合であったのか，表

に示してみました。

この表によれば，ドイツ型と英国型の基準で最も顕

著な差は，ドイツ型のほうが英国型よりもジブの占め

る割合が大きいことです。

もっともこの英国型の基準について，名練習帆船の

一つに挙げられている<PortJackson>号の例からみる

と，英国船でありながらドイツ型に近く，かつ,英国の

造船所で設計されたく日本丸>やく海王丸>の帆面積分布

ときわめて類似していることに留意しなければなりま

せん｡<PortJackson>号は,1882年に建造され1917年に

ドイツ海軍の魚雷攻撃を受けて生涯を閉じるまで活躍

した商船兼練習船であり,Whiteの初版は1877年です

から，英国でもドイツ型に近づいていたのかもしれま

せん。いずれにしても，〈日本丸>やく海王丸〉はジブや

スパンカーがやや面積が広く設計されているようですが，

とりたてて基準外ということにもならないようです。

往時の商用帆船の帆面積を正確に知ることはなかなか

難かしいことです。数少ない記録をひろってみても，

ときとしては，その船に備えている全帆，すなわち追

風のときだけに使うスタンスルなど，補助帆の面積ま

で記録しているのもあれば，ときとしては予備の帆ま

で加えていると思われることもあるのです。

へ

へ
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まとめ

先にも述べたように，現在ほぼ基礎実験が完了した

結果を含めて,〈日本丸>やく海王丸>の全容をお示しする

ことはできませんでした。

〈日本丸>やく海王丸>は昭和5年当時の日本人の体格
に合わせて設計されているので,帆面積が小さくて｢チ

ンチクリンー｣だとか,実習生居住区をとるために舷が高

くなり，帆船らしくないかっこうだとか，なかには的

を得た評判もよく聞かれます。

しかし，練習船を本来の目的とする帆船としては，
ほとんど欠点のない船になっています。かつ，すでに

いくつか示したように，大型帆船の基準にも相当良<

合致し，商用帆船の一つの速力目標である風速の約50

％の速度で走ることも可能な船であり，名帆船の一つ

であることは確かなようです。今回は両船の帆装艤装

の設計上の姿の一端を紹介してみました。

1981年OFFSHORE索引
NNo.〃～Ⅳ0.80

理事会代議員会など

第77回理事会報告

新しい代議員のお知らせ

新しい代議員のお知らせ

第78回理事会

第2回全国代議員会が開催さる

第79回理事会

1月P18

1月P23

3月P23

5月P22

5月P23

9月P24

国内レース関係

第18回小網代カップレース報告横沢真則1月P8

チルデ流，小網代カップ奮戦記内田寛太1月P10

関東支部フリート対抗レースを終えて

服部一良1月P11

第3回フリート対抗チームレース得点表1月P13

フリート対抗第3レー ス 成 績 表 1 月 P 1 3

第25回神子元島レース成績表1月P14

フリート対抗2年連続優勝武市俊1月P15

1980年合同レース年間成績（東海支部)1月P24

1980広島フリートポイントレース成績表1月P25

ビｯグ･ポｰﾄ･ｼﾘｰズ･ﾚｰｽのお知らせ

2月P4

ビッグ・ボート・シリーズに寄せて

大儀見薫2月P5

第3回琵琶湖シリーズ成績表2月P15

「小笠原レース」のお知らせ3月P23

〈特集〉ジャパン・ビッグボート・シリーズ'81

5月P2

ヨットレースの極限を求めて松田栄夫5月P8

(27）

ジャパン・ビッグボートシリーズ’81レース成績表

5月P8

第1，第2，第5レースマークlu1航順位5月P9

ビッグボート・レースに優勝して

並木茂士5月P10

乞う御期待.／〈光〉服部一良5月P11

チーム〈雲柱〉かく城えり中谷輝彦5月P12

1981年初島レース5月P16

初 島 レ ー ス 成 績 表 5 月 P 1 6
黒船カップ・オープンヨットレース

吉 田 砿 5 月 P 2 0

第2回小笠原レースゴミッテイー日誌6月P2

第2回小笠原レース成績表6月P3

初 島 レ ー ス 鵜 飼 恵 6 月 P 1 6

第一|口]東シナ海ヨットレース江良新6｢1P20

第14回別府レース6月P22

第14回別府レース成績表6IIP24

第8何江ノ島～清水レースへのおさそい

塩川孝二6月P24

NORC近畿北陸支部春季シリーズ・ポイントレース

成績表6月P25

野島レース6月P28

野島レース成績表6月P29

黒船カップオープン・ヨットレース7月P11

黒船カップ・ヨットレース成績表7月P12

第5回アリランレース7月P16

第5回アリランレース成績表7月P18

箱7回オレンジカップ・レース7月P20
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1981年シングル・ハンド太平洋横断ヨットレース

3月P11

海外だより3月P25

米国シングルハンド出場者の動向

杉山洋子5月P18

1981年SORC川島正通6月P15

対談太平洋シングルハンドレースの行方7月P2

太平洋シングルハンドレースの受け入れ体制

松木哲7月P9

海外レース案内9月P20

第7回オレンジカップ・レース成績表7月P22

相模湾スモールボートミーティング予告7月P24

第8回大島ランデブーへのお誘い7月P27

第1回衣浦レガッタ7月P28

第1回衣浦レガッタ成績表7月P28

第1回琵琶湖クルーザーフェステイバル

三井祥行8月P5

第1回琵琶湖クルーザーフェスティバル成績表

8月P9

大島・神子元島レースに参加して

山田博文8月P11

第22回鳥羽パール・レース周東英卿9月P2

第22回鳥羽パール・レース成績表9月P5

鳥羽レース優勝記渡辺俊也9月P8

東京 湾フレンドカップシリーズ9月P21

浮島回航レース成績表9月P22

第 8 回三宅島レース加藤誠10月P2

第8回三宅島レース成績表10月P3

第9回阿波踊りレース10月P4

NORC徳島フリート結成記念レース成績表10月P5

第9回阿波踊りレース成績表10月P8

第3回ミニトン全日本 選手権大会11月P6

第3回ミニトン選手権成績表11月P9

東海フェスティバル・合同レース・オータムシリーズ

成績表11月P16

東海フェステイバル･'81オータムシリーズレース成績

表 11月P19

ジャパンビッグボートクラブその後の活動11月P20

ジャパンビッグボートクラブ・オータムレガッタ成績

表 11月P21

第8回SKKカップシリーズのご案内11月P24

第7回洲本・五ケ所湾レースのご案内11月P24

第4回琵琶湖シリーズ・ポイントレース成績表

11月P25

八丈島レース12月P8

’81％トン全日本LEVELRACE成績表12月P8

第1回函館湾オーフ。ンヨットレース「西部カップ」

上河睦美12月P12

第1回函館湾オープンヨットレース「西部カップ」

クルーザー総合 成績表12月P14

ウイ ンドサーフイン成績表12月P15

ジ ュニアディンギー成績表12月P15

ディンギー総合成績表12月P16

東海レース12月P19

東 海レース成績 表12月P20

安全・船検・免許制度関係

安全委員会からのお知らせ

安全委員会からのお知らせ

安全委員会より

武市

武市

武市

2月P17

3月P17

10月P19

俊
俊
俊

へ

計測・技術関係

ORC会報31号

計測委員会からのお知らせ

IORレーティング証書

ORC会報32号

渡辺修治

武市俊

渡辺修治

渡辺修治

2月P7

3月P18

9月P16

12月P10

レース委員会

小網代フリートレース(SCANDICAP方式）

1980年レース白書

4月P5

4月P16

その他の委員会

第3回大島．初島事故対策委員会の報告1月P19

安全委員会「安全に関する心得」追加事項

横 山 晃 1 月 P 2 0

ルール委員会レース規則より見た、レース艇の心構

え石井正行1月P21

本部帆走委員会「レース委員会の手引について」

周東英卿1月P22

本部．関東支部帆走委員会周東英卿1月P22

「レクリエーションボートに関する単独法の制定につ

いて」の陳情等について嶋田武夫3月P15

NORC帆走委員会3月P24

泊地対策委員会からのお知らせ5月P24

2メガ帯無線機搭載艇各位6月P31

海事思想普及委員会7月P27

へ

デザインファイル

〈太陽〉のすべて 沢地繁9月P11

各水域だより

東海だより1月P23

玄海だより大原敦1月P24

西内海水域だより1月P25

玄海支部室津フリートの事など岩井貞雄2月P14

玄海だより片倉静江3月P25

国際レース関係

海 外だより1月P23

海外だより2月P13

SYDNY.HOBARTYACHTRACE'80

伊橋てるみ3月P2

(28）
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東海だより野島レース6月P28

玄海だより片倉静江7月P29

東海だよりヨットにも雷が落ちる／

加藤蔵男7月P31

玄海だより「海難事故」 片倉静江10月P36

'81束海フェスティバル＆オータムシリーズレース

11月P14

わが松山ヨットクラブ松末充人12月P17

内海だよりNORC須磨フリートニューズ

浮田尚子12月P18

東海だより東海レース12月P19

東海ニュー ス 1 2 月 P 2 1

東海支部第四lu I 例 会 報 告 1 2 月 P 2 1

紀行・クルージング

ロマンの島々〈小笠原調査報告〉

日､ﾉ親善ヨットの旅

くシーガル〉号太平洋一周

与論島クルージング

沖縄クルージング

4月P2

10月P12

10月P13

11月P2

12月P2

随筆・読物

洋上迎春田辺英蔵2月P2

遣唐使船松木哲4月P11

渡り鳥くワンダー・バード〉が甦つた日

西村一広8月P2

歴史的帆走く明治丸〉の修復に至る経緯と意義

庄司和氏12月P5

日本丸．海王丸 仕 1 辺 秘 1 2 月 P 2 4

気象・海象

小笠原から小網代までの海と空馬塲邦彦6月P4

黒潮変動と海流通報二谷頴男6月P9

太平洋シングルハンドレースの気象とコース

新登録艇の紹介

2月P203月P27

7月P358月P24

12月P30

7月P2

4月P285月P266月P32

9月P2610月P2411月P27

ルール関係

NO RC外洋レース規則の改訂1月P27

10Rのルール変更について

武市俊／嶋田武夫3月P18

講習会関係

外 洋帆走指導普及赫 禰 会 蒲 郡 報 告 1 月 P 2 3

海事法令指導講習会

東京報告鴫佃武夫2月P12

沖 縄支部報告2月P12

(29）

外洋帆走指導普及講稗会

gl1｣県外洋帆走協会報告

海事法令指導講習会福岡報告

海事法令指導講習会

P L I 国 報 告 瀬 川 洸 城

仙台報告福島南

外洋帆走指導普及講習会名古屋報告

外洋帆走諜及講習会北海道報告

井上11｜

海事法令指導講習会

海事法令指導講習会・沖繩だより

外洋帆走普及指導講習会

浦安報告石井孝

外洋帆走指導普及講胃会

松11｣報fキ松末充人

2月P13

3月P16

8月P14

8月P16

9月P9

10月P13

11月P14

11月P22

11月P24

12月P□

その他

年頭のご挨拶石原慎太郎1月P2

'81年，年初に当たって秋田博正1月P2

新しい年，新たな決意大儀兄薫1月P3

外洋への挑戦渡真利将博1月P4

石狩湾の冬囲い佐々木興次郎1月P5

NORC'80年後期表彰式及び忘年会1月P6

浦安泊地問題1月P16

油壺泊地問題1月P17

関東支部合同会議の報ffr1月P26

オケラの起工式2月P6

外洋ヨット・レース関係荷合同会議報杵2月P16

通常総会開催のお知らせ2月P20

映個海よお前が－－－帆船Ⅱ本丸の青春3月P23

日本ヨット協会との打ち合わせ会3月P25

お詫び（除名予定者誤掲載）3月P27

選誰管理委員の紹介4月P26

お知らせ（理事会，代議員会決定事項)41-IP26

ビッグボートグラブ紬I戊関''1光三51IP14

東京ボートショウ5月P15

会f'iおよび会友識，会友艇登録料の値上げについて

5月P24

会友艇から特別会興への強録祷え等の場合における取

り 扱 い 要 領 5 I I P 2 5

NORC会友艇がセールに表示する悉号の大きさが変わ

りました5月P25

第251''|関東支部総会が関催さる5月P25

関東支部打合わせ会が開催さる511P26

JBBS'81レホート<EXPLORER>事故報杵

6月P17

r寓城外洋帆走協会からのお話」飯島俊彦6I-IP26

水朧関係参考図誌等の希望調査について6IIP30

会f'i納入についてのお願い6月P31

関東小型船安全協会への支援指導方協力依紙につい

て 6月P31
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「神奈川帆船に親しむ会(仮称)」考想について

6月P32

求 む./NORC本部女子職員7月P25

相模湾スモールボートミーティング予告7月P24

第1回東京湾カップシリーズ'81(仮称)開催について

7月P26

パーテイーのお知らせ7月P27

「海の旬間」についてのお知らせ7月P33

各 専門委員会の紹介7月P34

なごやかに小沢吉太郎氏の出版記念祝賀会8月P12

〈ブロスパー〉Ⅲ世ブームパンチ事故報告

伊藤猛8月P13

航行警報の実施方法について8月P18

ヨット・モーターボート用参考図改版8月P19

専門委員長会議が 開 催 さ る 8 月 P 1 9

小型船用簡易港湾案内の発行について

頒 布物品の価格改訂のお知らせ8月P21

n本J-24協会の発足8月P21

山 崎職員表彰される8月P22

「神奈川帆船に親しむ会」主催による第-IL'1マリーナ

兄学会の開催について8月P22

'81NORC夏祭り予告8月P23

電話級アマチュア無線技士国家試験の案内8月P23

「Offshore」関係者全国会議開かれる9月P26

お 知らせ（特殊書 誌 新 刊 ） 9 月 P 2 6

'81NORC夏祭り盛大に……

安 全 フェスティバル・前 期 表 彰 式 1 0 月 P 9

日､ﾉ親善ヨットの旅10月P12

〈トピックス〉ソ連警備艇，ヨットを臨検10月P15

「レクリエーンョンボートに関する単独法」の制定に

関するその後の動向について10月P17

国際海上衝突予防規則検討懇談会の経緯について

10月P18

（社）冊本外洋帆走協会女子職員の交代について

10月P21

水 路図誌販売所の紹介10月P22

交通公社からのお 知 ら せ 1 0 月 P 2 4

年末大パーティーのご案内11月P13

「ジャパンビッグボートクラブ」その後の活動

関山光二11月P20

夏期海浜事故防止強調運動および本年におけるヨット

の 海難事例等について11月P22

お知らせエマージェンシーポジションインディケ

ーテイングラジオビーコンについて

高村孝11月P23

海外レース参加に関する懇談会についてのお知らせ

清水栄太郎11月P25

セール番号の確認についてのお願い11月P26

会費納入についてのお願い11月P26

全国海難防止強調運動の実施について11月P26

〈アルビレオ〉号寄贈12月P3

(30)

三浦市ヨット税廃止に

諸磯湾における諸磯南防波堤工事

海難救助と(社)日本水難救済会

12月P9

12月P11

12月P23

B震､…､ベ､………淳､………………………………………へｼ気､……W
y y

毎

ヌ

新晋録艇の紹介；
’

メ

リ
好

K メ

リセール番号,艇名,帆装，フリート，全長× ；

i…幣壁糞鷲亘饗箪…；
1720ごだいごピーターソン横浜11.11×9.06x

3.58×1．98氏名三好宇史，松笠，カラ社長，慢性酔へ
漢，二七湘南モデルふ愉快君，十円玉，吉原の貯金男，

vカメ男アリュウシャ崩れ，恐怖の冷食家,子持男(共

同）艇名の由来：「ごだいご」当年とって10年目，

由来といえるものはなし。とある湘南一（保管料，従

業員サービス!?）のハーバーに置いていた時，今を去

ること－年前，国際児童年グループの持船と思われサ

インぜめ，せがまれ腱症炎。抱負:｢%tから1tへ」

ウサギ小屋から西洋住宅に移ったようなもの。悲しい

かな，動物の「すり込み」理論よろしく，クルー12人

は乗船すると1カ所に寄りそう習性ができてしまった。

ヨット仲間から狂気か狂喜ともとれるお言葉をいただ

き，ありがたや.ノクルー：小型船舶1級保持者多く，

DFによる位置だしは，常に船位は富士山頂。富士に

は「ごだいご」がよくにあう。あれ.'NORCへの要

望：現時点ではありません。

2976WACKYY-26C西宮7.98×6.402.80X

1．55守石一博艇名の由来：きちがい（スラング）

抱負：今にみていろ.／

2815リトル『ハツ』Eデュボア％高松ヨットヘ

ハーバ－7．14×5.50×2.50×1.35菅原健二氏名：

☆2856どらえもんヤマハ26S徳島ケンチョピア

7.986.252.801.50:三栖谷高照艇名の由来

：息子の命令です。抱負：徳島でのレースにフル出

場するのをはじめ,NORC徳島フリート結成レース(8

月13日）紀伊水道レース等に積極的に参加したいと思

っています。クルー：勝浦哲，松下泰，西川弘章，

河井克佳。

2969WIZARDⅣなかよし÷西宮KYC8.99x

7.24×3.20×1.86:野瀬幸信，日柳政俊艇名の

由来：なかよし造船の1号艇をずっと愛用しておりま

す。今度は0号艇を手に入れました。

2887SCHNAUZERSLOOP西宮フリート10.63X

8.588×3.60TAKAO.YOSHIDA艇名の由来：

我家の愛犬の犬種より。抱負：前回の持船ピーター

ソンのスリークォーターがラダートラブルなど悪い
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点が多かったので，今回は日本人デザイナー高井氏に

設計をお願いし，四国岡崎造船で作りました。来年の

沖縄レース目指してガンバルゾークルー：大久保・

フオァデッキ，九埜ナビゲーター，山本・コック長。

2968CROSSWINDYA-26S芦名ﾏﾘー ﾅ7.98
×6.25×2.80×1.50宇根一夫，後藤庸一，佐藤信一

（共同)／艇名の由来:A氏「ヨットはどの風向が一番
安全ですか」

B氏「ウィンド・アビーム」

A氏「OH!CROSSWIND!」

というわけであっという間に決定。／抱負：プロダク

ション・ボートでどれだけスピーディーなレースが可

能か挑戦してみたい。/NORCへの要望：我々貧乏ヨ

ットマンの最大の悩みは，「艇は買えるが置場がない」

である。ヨッテイングの底辺を広げ,「貧乏人にはクル

ーの道しかない」というジンクスをなくしてほしいも

のである。

2943GEMINIヤマハ26S四日市7.98×6.25×

2.80×1.50清水秀敏,植松武文,服部悟,渡部義-/艇
名の由来：進水月日が,6月2日で双子座生まれゆえに

GEMINI/抱負：レースにクルージングに楽しくやっ

て行く。／クルー：前,<鮠>艇の植松,服部の前<TRI-

TON>の清水，渡部の2艇が意気当合4名にて共同。

平均年齢34歳のおじんばっかり。/NORCへの要望：
もん<なし，これからもよろしく。

1959FIDELIAスループKYC8.25×6.95×2.71

×1．53船越肇／艇名の由来:命名者は我がヨットクラ

ブの名誉会長，大谷光照。西本願寺前門主であり，

FIDELIAすなわちFIDELITY,は忠実の意味であり

ます。／抱負：レース，クルージングともに楽しみた

いと思います。
甘きと

2606赤兎11mスループ須磨ハーバ－11.0X

8.800×3.700×1.90O後藤憲治／艇名の由来:三国志

にでてくる軍馬赤兎馬からとる｡/抱負:別に抱負とい

うようなものはありません。ただただ海にでるだけで

す｡海で出あいました時には，宜しくお願いします｡/

クルー：後藤利明,上利進二,若杉実,加納孝,宮川義則，
小林幸助，栗本幸明，榿，高田/NORCへの要望：ヨ

ットでの飲酒運転取り締りてなことにならないように，

御神に宜しくお伝えのほど。お堅ぃ御神のお船(保安

庁）を横に見ながらお酒を飲むのもおつなものですよ。

2980camaradeスループ未定11.5×8.4×3.5×

1.7吉原道夫,青井貢一郎,市野春久,片山紀弘,沓名洋

一，粂光治，杉浦充，糠盛正幸，野村仁,吉原道夫(共

同）／艇名の由来：‘‘カマラード"(同じ場所につなが

る仲間）ひとまわりも世代の違う“レデイバード”と

"タイガーオックス”のメンバーがヨット製作で意気投

合。4年余の歳月を一人の脱落者もなく完成に至った

事を記念しての艇名です。／抱負：作るのに長年月か

かったので航海ものんびり楽しみたい。シェークダウ

ンを一，二年かけてボツボツとやっていれば．メンバ

(31）

一が多いだけにそのうち誰かが「大航海」をもくろむ

かもしれない。／クルー：村上育男(愛教大生)，フネ

とバイトで多忙のため（？)未だ恋人ナシ。成瀬功，若

冠14歳のヨットキチ，他/NORCへの要望：バリバリ

のレーサーだけでなく，自作艇やオンボロ艇にも愛の

手を。あのいまわしき船検を廃止もしくは改善させる

ための日常的，大衆的活動を行なってほしい。実用的

情報，例えばクルージングスポットの紹介，メンテナ

ンスの参考になる記事等を機関誌に載せてほしい。

☆2928omnibusヤマハ30MrkⅡマリーナ岡山

8．97×7,00×3.20×1.580五十嵐吉勝,入江潔,山根英

嗣，丹羽正元，山本隆，佐々木浩志，重広誠一(共同）

／艇名の由来：皆で乗り合って，わいわい騒いで行こ

うということで「omnibus｣。昔は乗合馬車，今は乗合

自動車→バスという意味。／抱負：クルージングを主

体に，しかし，たまにはレースに出てガンガン走る予

定……？まあ，のんびり行きましょう。／クルー：

酒，ギャンブル？の大好きな，中年に近くなった青

年の集まり｡/NORCへの要望：現在の免許のあり方に

ついて,NORCはリーダーシップを取り，関係方面に

改革を求めるべく発言すべきである。

2988Dr・HIROデュボア30ハカタ9.00×7．35X

3.19×1.77廣方洋一郎／艇名の由来ファミリーのニッ

クネーム。／抱負：日のあたらない手術場の穴蔵暮し

から，太陽の下での玄海の洋上へ。／クルー：青白い

穴蔵のネズミたち。

J-269FアポロニアJ-24博多小戸ヨットハーバー

7.31×6.09×2､72×1.22福元征四郎,中尾正治,冬至

克也，満見寿昭，岡崎隆(共同)／艇名の由来：〈アポ

ロニァ＞本業が歯科医師ですので，海の向うで歯およ

び歯科医の神様といわれている「セィントアポローマ

の名前にちなんでつけました。しかし前艇からの引き

継ぎですが，今回は共同艇ですので他のオーナーに少

少気がひけます。ですが歯医者じゃなく歯の神様でも

ありますので，そちらのほうでがまんしてもらうこと

にしました。／抱負：前艇がスリークォーターでした

ので，クルー不足の時などは困りましたが，今度は小

人数でも乗れますし，また，すごく軽快ですので，博

多のレースで一波乱起こしたいとはりきっています。

クルー：冬至克也，山田修司，幸田俊光，吉本隆一，
篠崎健。
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汎走協会会員

博別価轄で梶1M1M

定価'8,600円のところ

会員には特別害|｣引価格

で提供。詳しくは日本

外洋帆走協会事務局に

お問合わせ下さい。
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ノー風と波と感動を伝える

帆走史上に残る帆船写真集の最高峰

英国W・コリンズ社刊定価18,600円

ビーケン

写真集 帆走100年
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海を愛する者にとって、ましてヨットのすばらしさを知る 者

にとっては、4世代続く帆船写真家ビーケンの名前は忘れら

れない。父は息子に全てを教え、息子はまた息子にそれを 伝

え、新しいカメラと撮影法を考案し、あの、誰にも真似て．き

ない名品の数々を生み出したのだ。ビーケンの写真を見る者

全ては、頬をきる風と冷たい波しぶきを感じ、その魅力にう

たれてしまう。本書はビーケン家秘蔵のフイルムから名艇を

！選りすぐった、帆
走史100年の大写 ～－1．“－．i､:壷
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序文エジンバラ公／紹介文ハモンド・イ

ネス／カメラと撮影技術ケネス・ビーケ

ン/PART(1)1880-1939(II)1945-1956

(III)1956-1970(1V)1970-1980/写真索

引と解説キース・ビーケン／36×27cm

190ページ／写真モノクロ110枚(2ページ

見開き半数と観音開き4ページ分を含む）

クロス装/W・コリンズ社刊/18,600円

輸入発売元／洋販(日本洋書販売配給株式会社）
美術部〒160束京都新宿区大久保3-14-9
電話03-208-0181㈹支店＝札幌・仙台・横浜・
名古屋・大阪・広島・福岡・沖繩

真集である。

q撮影中のフランク・ピーケン
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●芸術としてのヨット写真の結畠であり、ヨットの歴史

そのもの。ぜひお奨めしたい1冊である。

日本外洋帆走協会副会長･関東支部長大儀見薫〆≦－‐
ヨットの写真といえばビーケン、上゚ 一ケンといえばヨシIl－－‘

卜の写真と言われるくらい、ビーケンー家の3代にわたるl『

≦"｜写真の業績'襲群…見事腫‘のである｡憧界｡、信景、Iヨットのメッカであるカウズに陣取り、その地の利を最大
L些一I

限に活用して、ゾーレントでくり広げられる華麗て激烈な上、ョ

静
ヨット絵巻の中から、珠玉のコマを1つ1つ卓越したレン戸

ヨ

ズを通して捉えてきたのが、このピーケンー家なのである。F”

作鶉溌鯲浬態ﾔ駕竃淵鷲鰯|’
な傑作が、何万枚という写真の中力'ら選り抜かれて提供きれている。同時にこの
本は眼で見るヨットの歴史書でもある。ヨットというスポーツは、英国のカウズ
て育ててきたと言っても過言で・はない。その歴史に名を残す各艇の見事な活躍が、
この1冊の本の全ページにくり広げられているのて・ある。
ヨットくらい写真映りの良い、すばらしい被写体はないだろう。海と空の間に

あって、その優稚な船体のカーブといい、大きくはらんだセールの光と陰、スピ
ンオ､一カーの強烈な色彩とタ守イナミックな形、波、風に鍛えられた海の男たちの
躍動美一ヨットが造り上げる映像のどの要素を取上げてみても、レンズを通し
て捉える形象美の対象としてこれ以上のものはないと言える。それゆえ、これほ
ど条件が揃っていればズブの素人でも傑作ができる、と誰しも考えがちだが、対
象がすばらしいだけに、その躍動美を映像に凍結きせ、芸術に昇華させることは
難しい。ビーケン・ファミリーは、これを見事にやってのけた。

この本には芸術としてのヨット写真の結晶があるばかりでなく、ヨットの歴史
そのものが見事に捉えられている。ヨットの写真集としては右に出るものがない
傑出した本で､あり、ヨット愛好家にはぜひお奨めしたい1冊である。
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